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１．総括：事業の成果の評価と反省
①　競技施設の拡充をはかる事業については、
今期は昨年度の状況からあまり進展をはかることは出来なかった。

１．活動拠点としての施設の無い地域における新施設建設の実現、については
京都および高知の2ケ所にインドアカーペット・グリーンの新設が実現

した2年目として、ほぼ定常的に活動が進められた。
また、オーストラリアのベンチャー企業により国内にローンボウルズ・グ
リーン新設プロジェクトについてはまだ用地取得の段階で停滞している。
　　２．既存施設のコンデイションの現状維持ないしコンデイション向上へ取り組み
については、2021ワールドマスターズゲームズ関西のオープン種目として
ローンボウルズが正式採用決定されたことを受けて神戸市しあわせの村のグ　

リーンの抜本改修について積極的に行政に対して働きかける動きを開始した。

　　●　YC&ACグリーンは専任キーパーが居て、ｺﾝﾃﾞｲｼｮﾝは良好である。

　　　　　　　　●　立川グリーンは利用者数が少ないことが懸念されており、リンク数を正規の７に戻す働きかけは進んでいない。

　　　　　　　　●　明石公園はリンクの1/4ずらし等の努力によりｺﾝﾃﾞｲｼｮﾝ維持を計っているがろそろ寿命に近付きつつある。2021ワールドマスターズゲームズ関西にあわせて人工芝張替えのニーズは行政も共有してくれているようだが、基礎手直しについても訴得る必要はある。
　●　中崎公園もボランテイア・ベースでコンデイション維持をはかってい

るが、コンデイション向上にまで至っていない。

３．仮設施設（テニスコート等）を利用して活動している地域への支援、

についてももスポット的な支援しか出来なかった。
　　　　　　　　●　名古屋市昭和スポーツセンター、兵庫県立総合リハビリテーションセ

ンター内のカーペットによる仮設施設での活動は一応定着している。
②　競技の周知をはかり、競技人口を増やすことについては、
· 関東地区では、平成29年度の最大イベントであった第5回ジャパンオープン国際大会が無事に終了したことがよかったが、これを契機にして会員数を
拡大することにはなかな結びついていかない所が課題であった。
帝京中高校クラブがコンスタントに若い学生のローンボウルズ経験者を育成しており活力源になっているが、学校卒業後にも継続する人の数は多くないところが悩みである。手近に気軽にローンボウルズを楽しめる施設が無いことがネックになっていると言える。Danny Keating氏のグリーン新設プロジェクトが早く進展することを期待したい。
また、平成29年度に新規加盟したTMLBSクラブが1年で退会に至ったことも真因は不明であるが、実態の伴わない脆弱組織ではきちんとした組織活動についていけないという例であるようにも見える。
· 兵庫県内ではかなりの頻度で体験教室、初心者講習会を開催するようになっており、その成果でＢＪ会員としての新規入会も増えているが、一方高齢化にともなう会員退会やクラブ退会（神戸グリーン倶楽部）もあって会員数全体としてはなかなか上昇カーブに乗らない現状にある。
その中で、高知（ローンボウルズ高知UC）と京都（ローンボウルズクラブ京都）という2つの新進クラブは新地区でのローンボウルズの普及・拡大の拠点として期待の星であり、それぞれに着実な動きを進めていっている。

愛知（愛知ボウルズおよびシルバーフォックス）も名古屋オープンの毎年開催をシンボルとして頑張っているが、新しい会員がなかなか増えない悩みが
続いている。

· オーストラリア地区は、現地在住日本人でローンボウルズをプレーしている人も結構いるようであり、日本チームがオーストラリアやニュージーランドでの世界選手権大会などのビッグな大会に入賞しつつあることがマスメディアを通じて報じられることによりＢＪにコンタクトしてくる人が増える傾向にはある。

· 障害者ローンボウラーについては平成29年度からBJとして日本障がい者スポーツ協会に加盟したことにより助成金が得られるようになって、合宿開催とか海外大会への出場が活発に出来る条件が整った。ただし、それに応じて大会で上位入賞を義務付けられる（未達であれば助成金を削減される）というしばりも発生し、緊張感が発生してきている。その中で、新しい会員の獲得はあまり進んでいないという課題がある。

· ホームページの活用によるローンボウルズの広報は、一応の成果はあげていると思われるが、やはり受け皿が少ないことが愛好者数拡大につながらない原因と思われる。Facebookによる発信は、国内よりもむしろ海外の方が反響が大きく、日本にもローンボウルズをやっているところがあることに関心を持ち、「ぜひ日本に行ってローンボウルズをやってみたい」という動機発生になっているように思われる。

ただしホームページによる情報発信は質・量ともにまだまだ不十分と言える。
③　組織の強化・充実をはかることについては、
· 認定ＮＰＯ法人の資格取得後の3年目を無事に終了することができた。
総事業費に占める公益的事業に費やした実績費用比率は100％、総収入金額に
占める実績寄付金比率は５０％、を達成し、いずれも認定ＮＰＯ法人として
の要件を今期も満たすことができている。
税額控除の優遇措置の効果もあって、会員個人からの寄付金申し出が増加していることが特筆される。しかし会員数を増やすという目標については、TMLBSや村人クラブの新規加入があった一方でKFBCの退会があり、全体としてはほとんど横ばい状態であることが懸念事項である。
· 平成27年12月の理事会において、当法人の構造上の中・長期的課題として次の4つを設定した。
 　　　　　①　会員（正会員・賛助会員）数の拡大

 　　　②　年間活動予算（ジャパンオープンを除く定常予算）規模の拡大
 　　　　　③　組織体制リーダー層の若返りの為の人材育成
 　　　　　④　ＩＴ技術を活用した広報活動の充実
    　　　　そしてより具体的な活動施策を専門部の重点実行テーマとして取り上げて

きたが、なかなか顕著な成果には現れず今後も継続して中・長期的テーマとして「組織の強化・充実」のために取り組んでいかねばならない。

· 専門部の中に平成29年度から新設した障がい者ローンボウズ部については、実質的に同じく平成29年度から加盟を承認された (公財）日本障がい者スポーツ協会（日本パラリンピック委員会JPCを含む）からの競技力向上事業助成金を得ることにより、かなり活発に活動することが出来た。しかし助成金が得られたことの成果も求められており、今期は幸いにして第1回アジア地域選手権大会において児島選手が銅メダルを獲得したことで成果を示せたが、成果に直結しない事業は助成金取得が困難になっていくことにも留意しておかねばならない。
· 関東支部が設立後4年を経過した。
関東地区で開催する日本選手権大会の予選会および本戦大会の準備、運営も軌道に乗ってきており、支部内の連携が進みつつある１年となった。
· 兵庫支部は組織化後7年目も順調に経過し、今期は新しい合田支部長体制がスタートした年となった。「2021ワールドマスターズゲームズin関西」のオープン種目としてローンボウルズの採用も年末に正式決定され、さっそくその準備として行政などへの働きかけの活動が開始された。
· 組織の強化・充実の成果のひとつの指標として国際大会における日本チームの成績というものを見ることは、今後のローンボウルズの日本国内における知名度をあげるため役立つという点において重要と考えられる。

今年度は10月27日から11月9日までオーストラリアで開催された女子シングルス世界選手権大会において京都から初出場の加藤裕木恵選手が4勝6敗で7位に入るという活躍をしたことで、新聞・テレビに取りあげられるという成果をあげたのはよかった。一方で、10月3日から10日までインド・ニューデリーのアジア地域選手権大会には男女合計10名の選手が参加したがいずれも下位に沈み、アジアの先進国の日本としては不甲斐ない結果になったのは残念であった。
２．特定非営利活動に係る事業の実施に関する事項の実績
	定款の
事業名
	事業内容
	実施

日時
	実施

場所
	従事者の
人数
	受益対象者の範囲及び人数
	支出金額
（千円）

	ﾛｰﾝﾎﾞｳﾙｽﾞの普及振興
事業
	(1) 全国の公共団体に施設新設および既存施設の併用を求める事業
	通期
	全国
	１０名
	施設利用者
4,800名
	39

	
	(2) ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの

運用、広報活動
	通期
	法人
事務所
	２名
	一般市民
不特定多数
	10


	
	(3) 日本選手権

大会開催など
	別紙に
よる
	別紙に
よる
	延70名
	予選競技者150名
本選競技者60名
	85


	
	(4) 地方競技会

開催
	別紙に
よる
	別紙に
よる
	延50名
	競技者
延3,000名
	0

	
	(5) 初心者体験

教室開催
	別紙に
よる
	別紙に
よる
	延24名
	一般市民
延3,000名
	0

	
	(6) 障がい者ﾛｰﾝﾎﾞｳﾙｽﾞの普及と

競技力の向上
	別紙に
よる
	別紙に
よる
	延24名
	一般市民
延3,000名
	2,562

	
	(7) 技術普及・向上講習会などの
開催
	別紙に
よる
	別紙に
よる
	４名
	希望者
50名
	39


	
	(8) 用具購入の
斡旋を行う
	適宜
	法人
事務所
	２名
	希望者
50名
	139

	
	(9) 組織の強化・

充実
	適宜
	法人
事務所
	６名
	一般市民
不特定多数
	555

	世界ﾎﾞｳﾙｽﾞ機構との

連帯事業
	(10) 世界選手権、友好競技会など国際大会への参加
	別紙に
よる
	別紙に
よる
	30名
	競技者、

観客300名

	10


	
	(11) ｼﾞｬﾊﾟﾝｵｰﾌﾟﾝ国際大会の開催
	別紙に
よる
	別紙に
よる
	30名
	競技者、

観客300名
	3,210



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合　計　　6,649（千円）
＜別紙＞　実施事業内容の詳細

ローンボウルズの普及振興事業
（１）全国の公共団体等に施設新設および既存施設の利用条件向上を求める活動
１）京都学園大学（京都府亀岡市）校内にインドアカーペット・グリーン新設
＊　京都学園大学　吉中康子教授（経済経営学部経営学科）のご尽力により大学

体育館内にインドアカーペット・リンクが2リンク導入され、また屋外の人

工芝テニスコートもローンボウルズに使用可能であることも加えて、ローン

ボウルズ競技環境が整い、主として地域住民および学生による地域活性化活

動のひとつとしてローンボウルズ普及活動が平成28年度から開始された。
平成29年度は12月10日にはここを会場として第２回亀岡市長杯大会を開催
した。
＊　実施日時：通期
＊　実施場所：京都府亀岡市　京都学園大学亀岡キャンパス
＊　従事者の人数：2名（スポット）
＊　受益対象者の範囲および人数：京都学園大学学生および一般市民不特定多数
＊　支出金額：なし
　　２）高知大学（高知県高知市）校内にインドアカーペット・グリーン新設
＊　高知大学　川本真浩准教授（人文社会科学部）のご尽力により平成28年度

から大学体育館内にインドアカーペット・リンクが2リンク導入された（内、1リンクはＢＪが資産として購入し、平成31年3月31日までの2年間の期間限定で貸与したもの）。大学内で授業の一環として、また課外活動用として使用し、さらには高知県内の外部団体にも必要に応じて貸出しすることで、ローンボウルズの普及に資する基礎ができた。ローンボウルズ高知ＵＣが高知大学との協働で活動することになった。

平成29年1月25日には、カーペットを高知県障がい者スポーツセンターに貸し出して第1回目の障害者ローンボウルズ体験教室を開催し、ＢＪ兵庫支部から5名のインストラクターが出張・指導したのに引き続き、平成30年1月30，31日には第2回目の障害者ローンボウルズ体験教室を開催し、このときにはＢＪ兵庫支部から12名が参加し交流ゲームなどを持った。
＊　実施日時：通期
＊　実施場所：高知県高知市　高知大学朝倉キャンパス
＊　従事者の人数：2名（スポット）
＊　受益対象者の範囲および人数：高知大学学生および一般市民不特定多数
＊　支出金額：なし
　　３）関東地区にオーストラリアの投資資金によるグリーン新設の動き
＊　オーストラリア・ブリスベーンに本拠があるGlobal Bowls Solution社（代表

責任者Danny Keating氏　65歳）からコンタクトがあり、関東地区に屋根付

き人工芝ローンボウルズグリーン1面（8リンク）を新設して、日本でのロー

ンボウルズ普及活動をはかりたいので、ＢＪの協力を得たいとの相談が平成

28年11月にあった。資金準備、建設、経営はＧＢＳ社が行うのでソフト面で
の支援をＢＪにお願いしたいとのことであるので、基本的には協力する方向
でこれから折衝を進めて行くことになった。
その後、Danny Keating氏は数度にわたって来日し、主としてYC&ACの依田氏らを介して横浜市その他各所と折衝を続けてこられたが、まだ土地入手条件について折り合うまでに至っておらず、さらに土地物件を探索中であるというのが現状である。
＊　実施日時： 省略
＊　実施場所：横浜市YC&AC会議室、神戸市しあわせの村会議室など
＊　従事者の人数：７人（スポット）
＊　受益対象者の範囲および人数：未定
＊　支出金額：なし
5） 明石公園グリーンのグリーンキーパー廃止にともなう日常管理業務の無償肩代わ
りについて
＊　平成２３年４月１日から開始した「明石グリーン自主管理推進体制」は7年
間の実績を積み、完全に定着してきている。但し、詰所設備の老朽化や2，3
年後に予想される人工芝の耐久限度の到来などに対する長期的見通しをもっ
ての計画準備が今後の課題である。
＊　実施日時：平成29年4月1日から平成30年3月31日まで
＊　実施場所：明石公園グリーン
＊　従事者の人数：毎月延べ約30人が従事している。
＊　受益対象者の範囲および人数：一般不特定多数のローンボウルズ愛好者
                  この１年間の平均利用者数は684人/月、27.6人/日であり、前年度から
ほとんど横ばい状態となっている。愛好者数拡大努力を強めねばなら
ない。
＊　支出金額：自主ボランテイアベースで実施しており、特に支出金額はなし
6） 神戸市しあわせの村ローンボウルズグリーンの整備向上の働きかけ
＊　「2021ワールドマスターズゲームズin関西」のオープン種目としてローンボ

ウルズの採用ｶﾞ年末に正式決定されたことを契機として、さっそくに神戸市

関係部門にしあわせの村ローンボウルズグリーン抜本改修の必要性について　あらためてアピールを開始した。あわせて、神戸市長へ嘆願書提出に向けての署名募集運動を開始した。
＊　実施日時・場所：
平成29年12月5日（火）神戸市役所3号館7階　国際スポーツ室にて
　　　国際スポーツ室　山田室長、上山係長、内原係員と面談、改修の

必要性についてアピール。（ＢＪ側出席者　森理事長、奥田副理事長、

合田支部長、坂本部長、児島部長）

平成29年12月14日（火）神戸市役所1号館5階　保険福祉局にて
　　　保険福祉局総務部市民福祉推進課　福原調整係長、大石係員と面談、改修の必要性についてアピール。（ＢＪ側出席者　森理事長、奥田副理事長、合田支部長、坂本部長、児島部長）
平成30年2月7日（水）神戸市役所1号館5階　保険福祉局にて

　　　保険福祉局総務部市民福祉推進課　大石係員と面談、改修の進め方についてＢＪからの資料提供などについ打ち合わせ。（ＢＪ側出席者　森理事長、坂本部長）

平成30年2月24日（土）神戸市しあわせの村ひよどり研修室にて

　　　　　　ＢＪ兵庫支部運営委員会にて、署名運動推進について議決
＊　従事者の人数：５人
＊　受益対象者の範囲および人数：一般市民不特定多数
＊　支出金額：　なし
７）明石市中崎遊園地ローンボウルズグリーンの活用
＊　主としてローンボウルズ中崎クラブの会員がこのグリーンを本拠地として
グリーン手入れと練習とに従事している。毎月2回(月曜日)の定期競技大会(誰でも参加自由)を開催することが軌道に乗っている。
＊　実施日時：毎週1回程度の手入れ作業と練習使用
＊　実施場所：明石市中崎公園ローンボウルズグリーン
＊　従事者の人数：５人
＊　受益対象者の範囲および人数：一般市民不特定多数
＊　支出金額：　なし
８）立川昭和記念公園グリーンのリンク数拡大促進運動について
＊　その後特に進展はなし。現状5リンクのままで平成29年度の男子ペアーズ
日本選手権大会もここを会場として開催したが、リンク数拡大のニーズは強
い。

９）名古屋市昭和スポーツセンター練習場の利用率拡大
＊　愛知ボウルズが定期的に練習会を持っている。地道に継続している。
＊　実施日時：通期
＊　施場所：名古屋市昭和区スポーツセンター
＊　従事者の人数：練習参加者約１０人/回
＊　受益対象者の範囲および人数：一般市民不特定多数
＊　支出金額：なし（利用料金はその都度　参加者からの徴収によりバランスさ
　　　　　　　　　　　　せている）
（２）広報活動
1） ホームページの運用
＊　2016年2月16日からＢＪ公式ホームページをリニューワルして、会員から

の投稿が比較的簡単にできるようにし、できるだけ新鮮な情報をアップでき

るようにしてから2年が経過した。Facebookをリンクしたことで、ここには

up to dateのトピックが登場するようになり、特に英文を併記して投稿すると

海外からの反響が多くあり、日本でローンボウルズが出来ることに対する海

外の関心が高いことがうかがえる。

ただし、専任のホームページ管理担当者が配置できず、すべて会員の任意

の投稿に依存しているため新規の投稿が限定的であり、このままでは陳腐化

の懸念が大である。
平成2７年度に指名した下表の9名のホームページ管理委員の奮起を改めて期待する。
一方では、兵庫車椅子クラブのホームページのように、熱心に内容の更新に努めるメンバーのいるクラブや、個人的にFacebookやTwitterを通じてローンボウルズのことを発信して交流を広げておられる会員もおられることは、ローンボウルズを発信するということにおいては好ましいことである。
＊  実施場所：法人事務所

＊　従事者の人数：10人(スポット的)

＊　受益対象者の範囲および人数：一般市民不特定多数

＊　支出金額：サーバーレンタル費、ドメイン使用料金  10,060円
2） メーリングリストによるメールマガジーン（BJブリテン）の発行

＊　特に今期としての変化はなく毎月1回の定期発行については維持されている。
　　平成30年4月には発刊156号となり、創刊以来13年間を継続したことになる。

＊　実施日時：通期（毎月1回　発行）
＊　実施場所：法人事務所

＊　従事者の人数：２名(スポット的)

＊　受益対象者の範囲および人数：BJ会員　約1２0名

＊　支出金額：なし
3） 新聞、テレビ、タウン誌などへのローンボウルズ関連記事の掲載

＊　6月5日付けの神戸新聞（明石版）朝刊に明石公園ローンボウルズ・グリーンとそこで毎週第一土曜日に開催している初心者向け体験教室の紹介記事が3段抜きの記事として掲載された。

6月6日付けの京都新聞朝刊にローンボウルズクラブ京都の活動状況を紹介する記事が写真入り6段抜きで掲載された。「一緒にやろうよ」というタイトルが付けられ、愛好者の参加を歓迎している旨のメッセージも含められた。
World Bowls発行の月刊メールマガジーン「Inside Bowls」の11月号に第5回ジャパンオープン国際大会（10月14日～16日、横浜YC&ACで開催）の記事が７７－７８の2ページにわたって写真入りで掲載された。

同じく、「Inside Bowls」の12月号に世界シングルスChampion of Champions大会（10月27日～11月9日、オーストラリアNSW州セントジョンズパーク・クラブで開催）に日本代表として出場した奥田 昭（ALBC）、加藤裕木恵(LC京都)の両選手の健闘状況が5－6，9－10ページに写真入りで掲載された。
加藤選手については、ローンボウルズを始めてわずかに4年ほどで国際選手権大会に日本代表選手に選抜され、世界の強豪の一角を破るなど4勝6敗の大健闘をしたということで、11月17日（金）9:30から13:30にかけて、ＭＢＳテレビ「ちちんぷいぷい」からカメラクルー２名、藤田デイレクター、西アナウンサーの４名が明石公園ローンボウルズグリーン来場・取材し
放送は11月21日（火）15:50頃から約15分に編集された内容でテレビ画面か
ら流された。
10月26日（木）　京都新聞朝刊にも、加藤さんの記事が写真入りの3段抜きで大きく掲載された。
毎週火曜日　神戸新聞の「スポーツ広場」欄には毎週のローンボウルズ競技大会の入賞者氏名が掲載されるようになっていて、ローンボウルズを地域の人々に知らしめる効果はずいぶんと上がってきている。
＊　実施日時：通期

＊　実施場所：随時

＊　従事者の人数：５人(スポット) 

＊　受益対象者の範囲および人数：一般市民不特定多数

＊　支出金額：　なし
4） 自治体等による表彰の受賞
ＢＪ会員が自治体等による表彰の受賞をすることは、ローンボウルズの知名
度向上に資することであり、今期は次のような実績を得た。

　　　　＊ BJ関東支部長の松原敬之さん(東京ローンボウリングクラブ)は、関東地区でのローンボウルズ普及活動の推進などの功により（公益財団法人）日本レクリエーション協会より「Ｈ29年度レクリエーション運動普及振興功労者表彰」を受賞された。9月15日（金）に北海道函館市市民会館大ホールにて開催された第71回全国レクリエーション大会in北海道の総合開会式典の席上において表彰状および記念品がご本人に授与された。
         ＊ 児島久雄氏（BJ理事、障がい者LB部部長、兵庫車椅子クラブ会長）は、
　　     （公財）兵庫県障がい者スポーツ協会からの推薦を受けて（公財）日本障がい者
スポーツ協会 平成２９年度功労章を受賞された。日頃のローンボウルズを
通じての障がい者スポーツ振興活動に邁進されていることが評価されたもの
である。表彰式は、２月２０日（火）16:00～17:00 ヒルトン東京お台場ホテ
ルで開催された。
（３）日本選手権大会などの開催
　　１）日本選手権大会および全国オープン大会
「日本選手権大会のあり方」を新しい方式（地区予選会+本戦大会方式）に変更してから5年目の実施となり、その間にいくつかの微修正を加えながらも、今期も
ほぼ順調に終了した。
今期の主な修正点は、参加登録費を5,000円/人から3,000円/人(但し学割は別)に引き下げ、その代わりに本選での表彰賞金は無しとしまた本選出場選手の交通費補助予算もほぼ半減にまでカットしたことであったが、
日本選手権大会の予選出場申込選手数は下表に示すように2016年度より2割のアップとなり、2015年度の118名のレベルに並ぶ120名に回復することが出来た。

一方、女子ペアーズ本戦大会が本戦出場選手数の確保に苦労したことを踏まえて、
2018年度はシングルス、ペアーズともに男女を同一会場で同時開催することに計画変更することを8月の第2回理事会で方針決定したが、これに伴い立川グリーン（4リンク）での日本選手権大会の開催機会が無くなることに対する、改善処置を求める声も出ている。

　　　　　また「全国オープン大会」については、予定通りに4種目（男女不問ペアーズ、トリプルズ、フォア―ズおよび名古屋オープン）を開催することが出来たが、これについては地区別の出場枠数を定めない大会としており、どうしても地元地区からの出場者のみになりがちの大会となっていることが課題として残っている。
( 表 )　日本選手権大会出場者数の変化　2016年度→2017年度 (単位：人)
	
	シングルス
	ペアーズ
	合計

	
	男子

(神戸→明石)
	女子

(明石→横浜)
	男子

(横浜→立川)
	女子

(立川→神戸)
	

	予選

出場
申込者
	関東地区
	15→14人
	 6→12人
	6→10人
	10→8人
	37→44人

	
	愛知・関西地区
	 20→28
	7→6
	 24→24
	6→12
	57→70

	
	ｵｰｽﾄﾗﾘｱ地区
	 1→1
	 1→2
	0→0
	 0→0
	2→3

	
	前年ﾁｬﾝﾋﾟｵﾝ
	 1→0
	 1→1
	0→0
	 2→2
	4→3

	
	合計
	37→43
	15→21
	30→34
	18→22
	100→120

	本選

出場者
	関東地区
	 3→1
	 3→4
	  6→6
	 8→2
	20→13

	
	愛知・関西地区
	 7→10
	 7→6
	18→10
	 6→10
	38→36

	
	ｵｰｽﾄﾗﾘｱ地区
	 1→1
	 1→1
	0→0
	 0→0
	2→2

	
	前年ﾁｬﾝﾋﾟｵﾝ
	 1→0
	 1→1
	0→0
	 2→2
	4→3

	
	合計
	12→12人
	12→12人
	24→16人
	16→14人
	64→54人


各大会の開催結果は以下の通りである。

①　男子シングルス日本選手権大会

＊　男子によるシングルス競技。

＊　愛知・関西地区予選は7月15（土）,16（日）日に明石市明石公園グリー
ンで開催。参加者は28名であった。
＊　関東地区予選は8月6日（日）に横浜市YC&ACグリーンで、参加者

　　14名で開催した。
＊　本選実施日時：2017年11月4日(土)、5日(日)
＊　本選実施場所：明石市明石公園グリーン
＊  サポート：ＢＪ兵庫支部 
＊　従事者の人数：10人(スポット) 
＊　受益対象者の範囲および人数：12名
　　　　(関東　1名、愛知・関西　10名、
　　　　　　　　　　　　　オーストラリア　1名、前年度ﾁｬﾝﾋﾟｵﾝ  0名）
＊　成績結果

　優勝　佐藤寿治（オーストラリアクラブ）
　　　　　２位　ラッセル・フォーサイス（神戸ボウルズ）

　　　　　３位　藤川辰美（ＡＬＢＣ）
②　女子シングルス日本選手権大会

＊　女子によるシングルス競技。

＊　愛知・関西地区予選は申し込み者数＝本選出場枠であったため実施せず。
＊　関東地区予選は8月27日（日）に立川市昭和記念公園グリーンで、参加者
　　12名で開催した。
＊　本選実施日時：2017年10月21日(土) 、22日(日)
＊　本選実施場所：横浜市YC&ACグリーン
＊  サポート：ＢＪ関東支部 

＊　従事者の人数：6人(スポット) 
＊　受益対象者の範囲および人数：12名
　　　　（関東　4名、愛知・関西　6名、
　　　　　　　　　　　　　オーストラリア　1名、前年度ﾁｬﾝﾋﾟｵﾝ  1名）
＊　成績結果

　優勝　篠田麻衣子（東京ローンボウリングクラブ）
　　　　　２位　松岡　緑（オーストラリアクラブ）
　　　　　３位　松原和子（東京ローンボウリングクラブ）
＊　特記事項：競技2日目の10月22日は、かなり激しい降雨に見舞われたため

　　　　　　　競技実施要項を変更して、準決勝・決勝戦のみを何とか雨中で

強行した。選手にはかなり過酷な競技条件であった。
③　男子ペアーズ日本選手権大会
＊　男子によるペアーズ競技。

＊　愛知・関西地区予選は7月1日（土）、2日（日）に明石市明石公園
グリーンで開催。参加者は12チーム（24名）であった。

＊　関東地区予選は、7月9日（日）に立川昭和記念公園グリーンで開催。参加者
は5チーム（10名）で開催した。
＊　本選実施日時：2016年9月3日（日）
＊　本選実施場所：立川昭和記念公園グリーン
＊  サポート：ＢＪ関東支部 

＊　従事者の人数：3人(スポット) 
＊　受益対象者の範囲および人数：8チーム
 (関東　3チーム、愛知・関西　5チーム)
　　　　　　　　　            　前年度ﾁｬﾝﾋﾟｵﾝチームは都合が悪く、欠場。  
＊　成績結果

男子　優勝　藤川辰美、奥田　昭（ALBC）
　　　　　２位　マイケル・レイン、細野長穂（TMLBS）

　　　　　３位　竹内義治、坂本紘一（神戸タッチャーズ）
④　女子ペアーズ日本選手権大会

＊　女子によるペアーズ競技。

＊　愛知・関西地区予選は申し込み者数＝本選出場枠であったため実施せず。
＊　関東地区予選は、7月23日（日）に立川昭和記念公園グリーンで、参加者は

4チーム（8名）で開催した。
＊　本選実施日時：2017年11月18日（土）、19日（日）
＊　本選実施場所：神戸市しあわせの村グリーン

＊  サポート：ＢＪ兵庫支部 

＊　従事者の人数：5人(スポット) 
＊　受益対象者の範囲および人数：7チーム

　　　　(関東　1チーム、愛知・関西　5チーム、前年度ﾁｬﾝﾋﾟｵﾝ　１チーム)
＊　成績結果

　        優勝　八杉　瞳、前林典子（ﾛｰﾝﾎﾞｳﾙｽﾞ中崎） 
　　　　　２位　森　弘子、合田洋子（学園都市ワイズメンズクラブ）

　　　　　３位　藤田風香、水野　怜（ALBC）
⑤　男女を問わないペアーズ全国オープン大会

＊　男女を問わない２名によるペアー競技。

＊　実施日時：2017年9月24日(日)
＊　実施場所：明石市明石公園グリーン
＊  サポート：ＢＪ兵庫支部
＊　従事者の人数：7人(スポット) 
＊　受益対象者の範囲および人数：参加チーム数14チーム×2名＝28 名

    関西地区から14チームが参加
＊　成績結果

　　　　　優勝　長島俊和、奥田　昭（ALBC）

　　　　　２位　山根英輝、野上哲男（神戸タッチャーズB）

　　　　　３位　角田　信、坂本紘一（神戸タッチャーズA）
⑥　男女を問わないトリプルズ全国オープン大会
＊　男女を問わない３名によるトリプルズ競技。

＊　実施日時：2017年5月28日（日）
＊　実施場所：横浜市YC&ACグリーン

＊  サポート：ＢＪ関東支部

＊　従事者の人数：7人(スポット) 
＊　受益対象者の範囲および人数：参加チーム数10チーム×3名＝30 名

    関東地区から7チーム、関西地区から3チームが参加

＊　成績結果

　　　　　優勝　松原和子､首藤暁彦、松原敬之（東京ﾛｰﾝﾎﾞｳﾘﾝｸﾞ）

　　　　　２位　新井俊顕、串田誠一、斎藤紀治（YC&AC-B）

　　　　　３位　飯塚嘉宏、ｼﾞﾑ･ﾍｶﾞﾃｲ、ﾏｰｾﾙ･ﾆｰﾀﾞｰﾊｳｻﾞｰ（YC&AC-A）
⑦　男女を問わないフォアーズ全国オープン大会
＊　男女を問わない4名にフォアーズ競技。

＊　実施日時：2017年9月10日（日）
＊　実施場所：神戸市しあわせの村グリーン

＊  サポート：ＢＪ兵庫部

＊　従事者の人数：4人(スポット) 
＊　受益対象者の範囲および人数：参加チーム数12チーム×4名＝48 名

   　　　　　　 関西地区から12チームが参加

＊　成績結果

　　　　優勝　藤田　良、八木　寛、山根英輝、横井幸雄（神戸ﾀｯﾁｬｰｽﾞ）

　　 ２位　水野恵二郎、梶原洋介、井上正昭、吉田利夫（生涯ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ）
　　　 ３位　奥村宏道、国頭隆雄、山形史朗、森　紘一
（学園都市ﾜｲｽﾞﾒﾝｽﾞｸﾗﾌﾞ）
⑧　名古屋オープン大会

＊　男女を問わない2名によるショートマット・ペアーズ競技。

＊　実施日時：2017年4月16日(日)
＊　実施場所：名古屋市瑞穂運動公園仮設グリーン

＊  主管クラブ：愛知ボウルズ
＊　従事者の人数：7人(スポット) 
＊　受益対象者の範囲および人数：参加チーム数10チーム×2名＝20 名

    　　　（関東地区から1チーム、愛知地区から2チーム、関西地区から6チーム、
愛知・関西混成1チーム）
＊　成績結果

　　　　　優勝　植松寿子、植松博至（YLBC/YC&AC）

　　　　　２位　奥田　昭、森　紘一（ALBC/学園都市ﾜｲｽﾞ）
　　　　　３位　小田洋之、中川正俊（愛知ｼﾙﾊﾞｰﾌｫｯｸｽ/神戸ﾀｯﾁｬｰｽﾞ）
　　２）年間優秀ボウラー表彰制度の発足
ＢＪ主催の日本選手権大会および全国オープン大会への参加促進策として、
および競技指向トップボウラーの技量向上意欲刺激策として、本年度から「年間優秀ボウラー」を表彰する制度を開始した。日本選手権大会、全国オープン大会および日本代表として参加する国際選手権大会への参加および入賞実績に応じて個人別にポイントが付加されるシステムであり、その年間累積ポイントの高い者を地区別に公表していくものである。本年度の実績は次表の通りであった。
各地区の上位3位までにＢＪ理事長名の表彰状が授与された。
　　　<関東地区ベスト１０>
	順位
	累計ﾎﾟｲ

ﾝ

ﾄ
	氏名
	所属
	獲得ポイント内訳

	
	
	
	
	日本選手権大会
	全国オープン大会
	国際選手権大会

	
	
	
	
	男

Ｓ
	女

Ｓ
	男

Ｐ
	女

Ｐ
	Ｐ
	Ｔ
	Ｆ
	ｱｼﾞｱ
	C

Of

C’s
	W.

Cup

	1位
	14
	松原和子
	東京LB
	
	5
	
	5
	
	4
	
	
	
	

	
	
	篠田麻衣子
	東京LB
	
	13
	
	
	
	1
	
	
	
	

	3位
	12
	Michael L.
	TMLBS
	1
	
	11
	
	
	
	
	
	
	

	4位
	9
	松原敬之
	東京LB
	1
	
	4
	
	
	4
	
	
	
	

	
	
	首藤暁彦
	東京LB
	1
	
	4
	
	
	4
	
	
	
	

	
	
	水野　怜
	帝京
	
	4
	
	4
	
	1
	
	
	
	

	7位
	 7
	細野長穂
	TMLBS
	1
	
	6
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	藤田風香
	帝京
	
	2
	
	4
	
	1
	
	
	
	

	9位
	 6
	Marcel N.
	YC&AC
	4
	
	
	
	
	2
	
	
	
	

	
	
	佐々木祐子
	YC&AC
	
	5
	
	1
	
	
	
	
	
	

	
	
	田中希望
	東京LB
	
	
	5
	
	
	1
	
	
	
	

	
	
	田中仁美
	東京LB
	
	1
	
	5
	
	
	
	
	
	

	
	
	江村健一
	TMLBS
	6
	
	
	
	
	
	
	
	
	


　　　<関西地区ベスト１０>
	順位
	ﾎﾟｲ

ﾝ

ﾄ
	氏名
	所属
	獲得ポイント内訳

	
	
	
	
	日本選手権大会
	全国オープン大会
	国際選手権大会

	
	
	
	
	男

Ｓ
	女

Ｓ
	男

Ｐ
	女

Ｐ
	Ｐ
	Ｔ
	Ｆ
	ｱｼﾞｱ
	C of

C’s
	W.

Cup

	1位
	19
	奥田　昭
	ALBC
	
	
	10
	
	4
	1
	1
	
	3
	

	
	
	Russell F.
	神戸B
	11
	
	5
	
	
	
	
	
	
	3

	3位
	17
	藤川辰美
	ALBC
	5
	
	10
	
	1
	
	1
	
	
	

	4位
	16
	合田洋子
	学園Y
	
	2
	
	7
	1
	1
	1
	4
	
	

	5位
	14
	前林典子
	LB中崎
	
	2
	
	10
	1
	
	1
	
	
	

	6位

	12
 
	坂本紘一
	ﾀｯﾁｬｰｽﾞ
	1
	
	7
	
	2
	1
	1
	
	
	

	
	
	野上哲男
	ﾀｯﾁｬｰｽﾞ
	2
	
	2
	
	3
	
	1
	4
	
	

	
	
	八杉　瞳
	LB中崎
	
	
	
	10
	1
	
	1
	
	
	

	9位
	11
	西條和子
	ALBC
	
	
	
	5
	
	1
	1
	4
	
	

	
	
	森　紘一
	学園Y
	2
	
	1
	
	1
	1
	2
	4
	
	


　　　<全日本ベスト１０>
	順位
	ﾎﾟｲ

ﾝ

ﾄ
	氏名
	所属
	獲得ポイント内訳

	
	
	
	
	日本選手権大会
	全国オープン大会
	国際選手権大会

	
	
	
	
	男

Ｓ
	女

Ｓ
	男

Ｐ
	女

Ｐ
	Ｐ
	Ｔ
	Ｆ
	ｱｼﾞｱ
	C of

C’s
	W.

Cup

	1位
	19
	奥田　昭
	ALBC
	
	
	10
	
	4
	1
	1
	
	3
	

	
	
	Russell F.
	神戸B
	11
	
	5
	
	
	
	
	
	
	3

	3位
	17
	藤川辰美
	ALBC
	5
	
	10
	
	1
	
	1
	
	
	

	4位
	16
	合田洋子
	学園Y
	
	2
	
	7
	1
	1
	1
	4
	
	

	
	
	松岡　緑
	ｵｰｽﾄﾗﾘｱ
	
	9
	
	
	
	
	
	4
	
	3

	6位
	14
 
	松原和子
	東京LB
	
	5
	
	5
	
	4
	
	
	
	

	
	
	篠田麻衣子
	東京LB
	
	13
	
	
	
	1
	
	
	
	

	
	
	前林典子
	LB中崎
	
	2
	
	10
	1
	
	1
	
	
	

	9位
	13
	佐藤寿治
	ｵｰｽﾄﾗﾘｱ
	9
	
	
	
	
	
	
	4
	
	

	10位
	12
	Michael L.
	TMLBS
	1
	
	11
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	坂本紘一
	ﾀｯﾁｬｰｽﾞ
	1
	
	7
	
	2
	1
	1
	
	
	

	
	
	野上哲男
	ﾀｯﾁｬｰｽﾞ
	2
	
	2
	
	3
	
	1
	4
	
	

	
	
	八杉　瞳
	LB中崎
	
	
	
	10
	1
	
	1
	
	
	


（４）地方競技会の開催
　　１）全般

＊　日本選手権大会およびそれに準ずる全国オープン大会の他に、BJ加盟の各クラブが個々に主管している地方競技会を約100回ほど、各地において開催した。これらは、BJ主催あるいはＢＪ関東支部主催、ＢＪ兵庫支部主催等と
名付けていてもBJからの補助金などは受けず、独立採算で実施しているためBJの会計には含めていない。

そのほかに、例えば神戸市長杯大会、明石市長杯大会など他の団体の後援を
得て実施している冠大会があるが、これらも補助金の助成を受けたものは
BJ会計に含めるが現状は名義使用のみで補助金は受けていないので、担当す
る主管クラブによる独立採算体制としている。

これらの中で特筆に値するものは、ＢＪ兵庫支部の主催している「ＳＶリー

グ」、「Ｍリーグ」、「Ａリーグ」やローンボウルズ中崎クラブが主催している
「中崎リーグ」などのリーグ戦方式である。これらは6か月間あるいは3か月間という一定期間における勝ち星数で順位を決めるもので、ローンボウルズ愛好者人口を増やし、且つ施設の稼働率を上げることにも寄与しているものと評価できる方式である。

＊　実施日時：通期
＊　実施場所：各地ローンボウルズグリーン 
＊　従事者の人数：毎回３人×100回＝300人(スポット) 

＊　受益対象者の範囲および人数：
＊　支出金額：なし（参加者負担方式）
　　２）特記事項-1  第２回亀岡市長賞大会を開催した。
　　　　＊　京都学園大学（京都府亀岡市内）の協力を得て、大学体育館内にカーペット

グリーンを2リンクおよび屋外テニスコートに人工芝グリーンを２リンクを

設置して、京都府内として初めてのローンボウルズ競技施設が整ったのを

記念して昨年8月に第1回亀岡市長賞大会を開催したのに引き続き、今年度に第2回大会を実施した。
＊　実施日時：2017年12月10日(日)

＊　実施場所：京都学園大学構内

＊　従事者の人数：３人
＊　受益対象者の範囲および人数：参加チーム数8チーム×3名＝24 名

                                京都から2チーム、兵庫から6チーム
＊　支出金額：なし（参加者負担方式）
　　３）特記事項-2  今年から新規に「こうべ長寿祭」に参加した。
　　　　＊　「こうべ長寿祭」は、長寿社会を明るく活力に満ちたものにするため、高齢

者のスポーツと文化の振興を図り、高齢者の心身の健康保持・増進に寄与す

ること等をもくてきとして神戸市が毎年1回春季に開催しているもので、約

１５のスポーツと7つの文化行事が含まれ、毎年延べ約3,500名の参加者が

ある行事で、今年で第30回を数えるものである。これまでローンボウルズは

含まれていなかったが、今年から新規に参加することになった。
　　　　＊　主催：神戸市　こうべ長寿祭推進協議会　　主管：BJ兵庫支部

＊　実施日時：2017年5月17日(水)　9:00～16:30

＊　実施場所：神戸市しあわせの村ローンボウルズグリーン

＊　従事者の人数：4人

＊　受益対象者の範囲および人数：
60歳以上の神戸市民28人（ペアーズ14チーム）
＊　支出金額：なし（主催者からの補助金および参加者参加費の合計で運営）

（５）ローンボウルズ人口拡大のための初心者体験教室等の開催
1） 明石公園グリーンにおける初心者体験教室

＊　ALBCクラブが企画・主催し毎月１回定期的に開催しているものであり、

指導員はBJ会員の有志が無償でつとめている。

＊　実施日時：毎月１回第１土曜日
＊　実施場所：明石公園グリーン
＊　従事者の人数：４人(スポット的)

＊　受益対象者の範囲および人数：一般市民不特定多数　毎回5名程度
＊　支出金額：なし
2） 神戸市しあわせの村における健常者対象の初心者体験教室
＊　しあわせの村グリーンの指定管理者である保養荘ひよどりが企画・主催し
BJ会員の有志が基本的には無償で協力しているものである。
＊　実施日時：今期は春、秋に各１回を実施した。

　　　 5月28日(日)　13時～15時
10月29日(日)　13時～15時
＊　実施場所：しあわせの村グリーン
＊　従事者の人数：７人(スポット的)

＊　受益対象者の範囲および人数：一般市民14名が参加した。
＊支出金額：なし
3） 名古屋市でインドア・ショートマット・ボウルズ体験講座を実施

＊　愛知ボウルズクラブの普及活動の一環として実施した。
　　巾1.8m×長さ10mのマット2枚を床に敷設して2リンク設置。

＊　実施日時：6月11日（日）9:30～11:30
＊　実施場所：名古屋市昭和区滝川コミュニテイーセンター
＊　従事者の人数：愛知ボウルズクラブの有志　8人(スポット的)

＊　受益対象者の範囲および人数：一般市民(子供とその家族)22名

＊　支出金額：なし
4） 明石市市内の地域団体とのコラボでローンボウルズの無料体験会を実施

＊　地域のイベントである「中崎夏祭り」等に協賛してローンボウルズ無料体験

　　会を開催するもので、中崎クラブの有志による地域振興活動として実施して

いる。
＊　実施日時・場所：8月5日（土）16:00 ～18:00　明石市中崎小学校校庭にて

「中崎夏祭り」のイベントの1つとして実施

＊　実施日時・場所：8月6日（土）10:00 ～15:00　　明石市中崎遊園地にて

「東播磨地域防災の会」とのコラボで、熱中症対策との啓蒙を兼ねて実施。
＊　実施日時・場所：11月12日（日）11:00 ～17:00アスピア明石北館8Fにて

　「市民活動団体ネットワーク明石」とのコラボで、ショートマット・

カーペットによるローンボウルズ体験教室を実施。
＊　実施日時・場所：平成30年2月11日（日）13:00 ～16:00
明石市内「ウイズあかし」体育館にて
　　ショートマット・カーペット2リンク分を搬入して実施。
5） 関西地区初心者ローンボウルズ大会（雨天のため中止となった。）
＊　ローンボウルズ未経験者又は経験1年以内の人を対象にして基本練習1時間、　そのあとミニゲーム2時間を実施するもの。この行事は関西マスターズ・スポーツ・フェスティバルの補助金を受けて、関西マスターズ・スポーツ・フェスティバルはワールド・マスターズ・ゲームズ2021関西のキャンペーン・イベントであった。
＊　実施日時：平成29年9月16日（土）9時～15時

＊　実施場所：神戸市しあわせの村ローンボウルズグリーン

＊　従事者の人数：ＢＪ兵庫支部ボランティア
＊　受益対象者の範囲および人数：一般市民
6） 兵庫県レクリエーション協会主催第21回県民ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ大会にて体験教室を開催

＊　実施日時：平成29年10月8日（日）10時～16時
＊　実施場所：明石市明石公園　陸上競技場
＊　従事者の人数：ＢＪ兵庫支部およびＡＬＢＣクラブ有志

＊　受益対象者の範囲および人数：一般市民約300名が来訪
＊　支出金額：なし
7） 兵庫県いなみの学園にてローンボウルズ体験出前講座を開催
＊　（公財）兵庫県生きがい創造協会および（公財）兵庫県障がい者スポーツ

協会の協力を得て、いなみの学園にインドア・カーペット約23ｍを2リンク

分搬入して、いなみの学園の学生約40名に対して体験講座を実施した。
＊　実施日時：平成29年10月16日（月）13:30～16:30
＊　実施場所：兵庫県加古川市平岡町新在家　いなみの学園　体育館
＊　従事者の人数：ＢＪ兵庫支部有志6名
＊　受益対象者の範囲および人数：いなみの学園の在校生約40名
＊　支出金額：なし
8） 兵庫県生涯スポーツ連合主催第19回県民ふれあい大会にて体験教室を開催

＊　実施日時：平成29年11月23日（祝）10時～16時

＊　実施場所：神戸市しあわせの村ローンボウルズグリーン

＊　従事者の人数：ＢＪ兵庫支部有志5名

＊　受益対象者の範囲および人数：一般市民約40名が来訪

＊　支出金額：なし

（６）技術普及・向上講習会などの開催
１）マーカー研修会の開催
　　　　＊ 主催：認定NPO法人ローンボウルズ日本兵庫支部
　　　        シングルス日本選手権大会などで必要となるマーカーのための研修会を

開催した。
場所：しあわせの村「たんぽぽの家ﾜｰｸｽﾍﾟｰｽ」および「ﾛｰﾝﾎﾞｳﾙｽﾞ･ｸﾞﾘｰﾝ」
日時：2017年6月25日（日）10:00〜15:30
講師：合田兵庫支部長、船引兵庫支部副支部長ほか
参加者：24名が参加
研修内容
　    ① 午前10時〜12時　座学　　（たんぽぽの家ワークスペース）
　　　    　     資料：兵庫支部作成の「マーカーの心得」およびローンボウルズ規則集（クリスタルマーク第3版）
　    ② 午後1時〜3時30分　実技　（ローンボウルズ場）
　　　　         シングルス戦（女子シングルス出場選手による強化練習試合）を実施し、グリーン上での訓練、所作の確認と検証等
２　関西地区アンパイヤ・レベルⅠの資格認定・更新講習会の開催

· 主催：認定NPO法人ローンボウルズ日本　技術・競技部
2018/2019年度の日本選手権大会等で必要となるアンパイアーの資格を

認定するための講習会開催した。有資格者は常に最新知識を保有してい

る必要があるために2年ごとの更新を義務付けているものである。

なお、関東地区での開催も計画したが、受講希望者数が極めて少数であ

ったため、あらためて日程を再設定することにした（2018年度にずれこ

む見込み）。
　　　　　　　　日程：2018年1月19日（金）主としてルールの勉強（座学）
　　　　　　　　　　       　1月20日（土）主として計測技術の実習と試験（グリーン
上）およびルール知識の筆記試験
　　　　　　　　会場：しあわせの村　会議室およびローンボウルズ・グリーン
　　　　　　　　講師：World BowlsのITO（International Technical Officer）の資格
を持つClaudius Lam氏（香港ローンボウルズ協会）を招いた。

参加者：１５名
　　　　　　　　結果：次の11名が正規のレベルⅠ・アンパイヤとして認定された。
	レベルⅠ・アンパイアー（2018-2019年度）

	山田　誠、宮北　茂（以上　神戸ボウルズ）
森　紘一、合田純二（以上　学園都市ワイズ）
奥田　昭、藤川辰美（以上　ALBC）

坂本紘一、西口　明、野上哲男（以上　神戸ﾀｯﾁｬｰｽﾞ）

船引啓吾（神戸グリーン）
川本真浩（ﾛｰﾝﾎﾞｳﾙｽﾞｸﾗﾌﾞ高知UC）　　


（７）　障がい者ローンボウルズ普及活動
今年度から当法人として、公益財団法人日本障がい者スポーツ協会　日本パラリンピック委員会に加盟した。そして法人内としては「障がい者ローンボウルズ部」を新設し、児島久雄理事を部長に任命した。いろいろと煩雑な事務作業が増加したが、早速に「障がい者スポーツ競技力向上事業助成金」を受けることが出来、競技力強化合宿や競技力強化のための海外大会参加などを活発化することが出来た。
　　１）（公財）日本障がい者スポーツ協会関連活動実績

　　　　①平成29年2月7日付けで（公財）日本障がい者スポーツ協会　準加盟団体
　　　　　　　　としての承認書受領。
平成29年4月21日付けで日本パラリンピック委員会　加盟承認書受領

加盟分担金10万円を振り込み

　　　　②平成29年3月2日（木）　会場：ヒルトン東京台場ホテル
             障がい者スポーツ協会・競技団体・指導者競技会合同会議に森理事長出席
1． 平成29年3月5日 29年度JSC競技力向上事業補助金申請書送付（初版）
　　　　　　平成29年7月5日 29年度JSC競技力向上事業補助金申請書送付（最終版）

　　　　　　平成29年8月8日 29年度JSC競技力向上事業補助金交付額決定通知書受領
2． JSC競技力向上事業実施
　　　　　　　アジア障がい者選手権大会事前合宿（第1回）　
　Ｈ29年8月2日,3日　淡路島ｳｴﾙﾈｽﾊﾟｰｸ五色   10名参加
　　　　　　　アジア障がい者選手権大会事前合宿（第２回）　
　Ｈ29年9月6日,7日　淡路島ｳｴﾙﾈｽﾊﾟｰｸ五色   10名参加
              アジア障がい者選手権大会参加　　　　　　　　　
Ｈ29年10月15日～19日　韓国大邱　　　5名参加
              ｱｼﾞｱ･ﾊﾟﾗ･ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ大会事前合宿（第1回）
  Ｈ29年11月8日,9日　淡路島ｳｴﾙﾈｽﾊﾟｰｸ五色   10名参加
              ルールおよび計測技術研修国内合宿
Ｈ30年1月19日,20日　神戸市しあわせの村　17名参加
              ｱｼﾞｱ･ﾊﾟﾗ･ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ大会事前合宿（第2回）　　   

 Ｈ30年1月30日,31日　高知市春野運動公園　12名参加
              ｱｼﾞｱ･ﾊﾟﾗ･ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ大会事前合宿（第3回）

　Ｈ30年3月7日,8日　淡路島ｳｴﾙﾈｽﾊﾟｰｸ五色   10名参加
3． JSC競技力向上事業実施結果報告書送付
　　　　　　　アジア障がい者選手権大会事前合宿（第1回）分　　Ｈ29年8月31日

　　　　　　　アジア障がい者選手権大会事前合宿（第２回）分　　Ｈ29年9月27日

              アジア障がい者選手権大会参加分　　　　　　　　　Ｈ29年11月4日

              ｱｼﾞｱ･ﾊﾟﾗ･ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ大会事前合宿（第1回）分　　    Ｈ29年12月5日
4． JSC競技力向上事業実施結果の審査結果書受領
　　　　　　　アジア障がい者選手権大会事前合宿（第1回）分　　Ｈ29年12月26日
　　　　　　　アジア障がい者選手権大会事前合宿（第２回）分　　Ｈ30年1月12日

              アジア障がい者選手権大会参加分　　　　　　　　　Ｈ30年1月12日

              ｱｼﾞｱ･ﾊﾟﾗ･ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ大会事前合宿（第1回）分　　    Ｈ29年12月26日
５．平成29年11月1日～2日　会場：日本障がい者スポーツ協会４Ｆ会議室
　　　　　　ガバナンス強化研修会に森理事長、児島部長　出席
6． 平成30年2月20日（木）　会場：ヒルトン東京台場ホテル

             障がい者スポーツ協会・競技団体・指導者競技会合同会議に児島部長出席
　　２）その他　当法人としてのローンボウルズ普及活動実績
1 神戸市しあわせの村における障害者対象の初心者体験教室

＊　神戸市障害者スポーツ協会が企画・主催し、兵庫車椅子クラブが

基本的には無償で協力しているものである。

実施日時：7回         毎回13:00～16:00にて実施。

（平成29年5月7日、14日、21日、28日、9月3日、9日、18日）　　　

＊　実施場所：しあわせの村グリーン

＊　従事者の人数：８人(スポット的)

＊　受益対象者の範囲および人数：毎回４０名程度

＊　支出金額：なし

2 神戸市西区玉津リハビリセンターにおける障がい者ﾛｰﾝﾎﾞｳﾙｽﾞ普及講習会
＊　玉津リハビリセンターが体育館内にカーペットの２リンクを設置し、月に

１、2回程度　希望者を対象として普及講習会を開催している。兵庫車椅子

クラブの会員が無償で指導の協力をしている。

＊　実施日時：毎回15:00～18:00の約3時間
　　　　　6月27日（火）、7月11日（火）、7月25日（火）、8月22日（火）
　　　　　9月12日（火）、9月26日（火）、10月24日（火）、11月14日（火）
11月18日（火）、9月26日（火）、10月24日（火）、11月14日（火）

＊　実施場所：神戸市西区玉津リハビリセンター

＊　従事者の人数：５人(スポット的)

＊　受益対象者の範囲および人数：リハビリセンター利用者その他毎回約10名

＊　支出金額：なし

3 「有難う、これからもよろしく」ローンボウルズ大会開催

＊　実施日時：平成29年5月5日（祝）9時～17時　　　

＊　実施場所：明石公園ローンボウルズグリーン
＊　従事者の人数：兵庫車椅子クラブから３人(スポット的)

＊　受益対象者の範囲および人数：日頃お世話になっている健常者クラブを
招待して対抗戦を実施。トリプルズ4チーム合計12名が参加。
＊　支出金額：なし

4 障がい者ファミリーローンボウルズ大会（藤原杯争奪戦）開催

＊　実施日時：平成29年5月13日（土）9時～17時　　　

＊　実施場所：明石公園ローンボウルズグリーン
＊　従事者の人数：兵庫車椅子クラブから３人(スポット的)

＊　受益対象者の範囲および人数：3人/チーム×8チーム＝24人

＊　支出金額：なし
5 第15回のじぎく杯室内ローンボウルズ大会開催

＊　実施日時：平成29年7月17日（祝）9時～17時　　　

＊　実施場所：兵庫県立ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ育館インドアカーペット

＊　従事者の人数：兵庫車椅子クラブから３人(スポット的)

＊　受益対象者の範囲および人数：3人/チーム×8チーム＝24人

＊　支出金額：なし

6 第1回アジア地域障がい者ローンボウルズ選手権大会に遠征

＊　実施日時：平成29年10月15日（日）～19日（木）　

＊　主催：アジア障がい者ローンボウルズ連盟　（加盟国は、日本、韓国、
香港、インドネシア、シンガポール、マレーシア）　

＊　実施場所：韓国　大邱
＊　従事者の人数：兵庫車椅子クラブから３人(スポット的)

＊　受益対象者の範囲および人数：アジア6ヶ国から77名の選手が参加。
           日本からは兵庫車椅子クラブから児島久雄、植松博至の2選手が参加。

＊　結果：児島久雄がＢ７クラス　シングルス種目で銅メダル獲得
　　　　　  植松博至がＢ６クラス　シングルス種目で5位入賞　　　

　　　　　  児島・植松がＢ６クラス　ペアーズ種目で４位入賞　

＊　支出金額：なし（日本パラリンピック委員会の競技力向上事業助成金を
受けて参加）
⑦ 全日本障害者ローンボウルズ選手権大会（雨天のため中止）
＊　実施日時：平成29年9月16日（土）9時～17時　　
　　　　　　　日本障碍者ローンボウルズ連盟主催。男女不問シングルス戦。
＊　実施場所：明石公園ローンボウルズグリーン

＊　従事者の人数：兵庫車椅子クラブ有志
⑧ スポーツ王国HYOGO&KOBE 2017夢プロジェクトの体験コーナー開催
＊　実施日時：平成29年11月11日（土） 10:00～16:00　　
　　　　　　　兵庫県障碍者スポーツ協会主催　　
＊　実施場所：神戸市しあわせの村ローンボウルズグリーン

＊　従事者の人数：兵庫車椅子クラブから6人(スポット的)

＊　受益対象者の範囲および人数：約90名の障がい者とその家族が
ローンボウルズ体験コーナーに来訪
＊　支出金額：なし
        ⑨ 兵庫車椅子クラブ納会大会開催
＊　実施日時：平成29年12月9日（日） 9:00～17:00　　　

＊　実施場所：明石市明石公園ローンボウルズグリーン

＊　従事者の人数：兵庫車椅子クラブから２人(スポット的)

＊　受益対象者の範囲および人数：2名/チーム×12チーム＝24名
＊　支出金額：なし
　    　⑩ 高知市の障がい者ローンボウラーとの合同練習会を実施
＊　実施日時：平成30年1月31日（水）10時～16時
＊　実施場所：高知市春野運動公園体育館　インドアカーペット（2面）
＊　従事者の人数：ＢＪ兵庫支部から12人(スポット的)

＊　受益対象者の範囲および人数：高知市在住障がい者ボウラーを含めて
　　　　　　　　　　　　　　　合同練習会を開催

＊　支出金額：なし（日本パラリンピック委員会の競技力向上事業助成金を

受けて実施）
（８）用具・物品購入の斡旋
＊　ローンボウルズ用具（主としてボウル、ボウルケース、メジャー、ワックス、シューズなど）は日本国内になくオーストラリア、イギリスなどからの輸入になる。代理店契約していた会社が撤退したりしてローンボウルズ愛好者や団体、学校などが用具購入に難を感ずることがあったため、BJ会員の山田誠氏（神戸ボウルズ）がテーラー社（イギリス）との代理店契約を結び、小田洋之氏(愛知ボウルズ)がヘンゼライト社（オーストラリア）との代理店契約締結を進め、個人の用具購入希望者からの利用に対応している。
BJとしては、地方公共団体や学校などからの引き合いに対しては認定NPO法人ローンボウルズ日本が契約当事者となり、それ以外の個人取引については両氏と当事者との直接取引としBJとしては関与しないことを原則とした。
今期は団体、学校などへの斡旋としては特になかった。
　また、これとは別に主として海外大会に出場する日本代表選手等の交換用みやげとしてBJ会員ピンバッジ、ＢＪ名前入りキーホルダー、ＢＪ名前入りボールペン等を単価200－300円で仕入れて在庫している。これらは希望者にはほとんど仕入れ価格のままで販売もしている。適正在庫がなくなった時点で随時に在庫補充をしている。
＊　実施日時：通期
＊　実施場所：全国
＊　従事者の人数：２人(スポット) 

＊　受益対象者の範囲および人数：用具斡旋を受けた者　　約30名
＊　支出金額：
平成29年8月12日　ＢＪ名前入りメモ帳（300個）仕入れ 44,280円
平成30年2月2日　 ＢＪピンバッジ（500個）    仕入れ 62,720円

（９）組織の強化・充実
　　１）総会、理事会の開催
＊「認定NPO法人」資格取得して3年目の年にあたり、また森理事長体制としても3年目となり組織充実に向けて何かと課題の多い1年であった。
平成29年4月15日(土)　名古屋市中京大学にて：
定期総会
第1号議案　平成28年度事業結果報告書および決算報告書の承認
　        第2号議案　平成29年度事業計画書および予算計画書の承認
　第3号議案　役員（監事、理事）が平成27-28年度任期終了することに

より平成29-30年度の監事、理事の任命を決定
　        第4号議案　次の3件の規定の新規制定の承認 
1�  BJ競技者規定
2�  BJ役員及び職員等の選任規定
                           ③. BJ障がい者ローンボウルズ部規定
第1回理事会
第1号議案　平成29-30年度の会長、理事長、副理事長の互選

　        第2号議案　顧問の指名の承認

　        第3号議案　専門部長の互選

　        第4号議案　事務局員（事務局長、会計）の指名の承認
    この結果、平成29-30年度の役員等の体制は次の通りとなった。
　           　　　　　　　監事：小田洋之（再任）、佐古安弘（再任）
　　　　　　　　　　　　　 顧問：岸口　明（新任）
　　　　　　　　　　　　　 会長：山田　誠（再任）

　　　　　　　　　　　　   理事長：森　紘一（再任）　

副理事長：黒沢秀行（新任）、奥田　昭（新任）

事務局長：宮北　茂（再任）　会計：竹内義治（新任）
　　　　　　　　　　　　   専門部長：総務　奥田（新任）、広報　黒沢（再任）、

　　　　　　　　　　　　　　　　　  事業開発　山田（再任）、技術・競技　坂本（再任）

国際　森（新任）、障がい者ＬＢ　児島（新任）
平成29年8月26日(土)　第２回理事会 (Eメールによる理事会)招集
第1号議案　平成30年度日本選手権大会の種目別会場および日程の決定

　        第2号議案　報告事項

①第5回ジャパンオープン準備状況報告
　　   　　  ②アンパイア資格講習会開催予定報告
　　　   　　　  　③ＪＰＣ補助金による障がい者LB部行事予定報告　
                     ④ Skype会議についてのアンケート結果報告
                     ⑤国内大学での授業にローンボウルズ採用ｱﾌﾟﾛｰﾁ計画
平成29年12月24日(日)　 名古屋市中京大学にて第3回理事会 
第1号議案　第５回ジャパンオープン国際大会実施結果の報告
第2号議案　平成29年度日本選手権大会実施結果の報告
第3号議案　平成29年度会計中間報告
　         第4号議案　その他　　各支部、及び各専門部からの報告事項など
平成30年4月22日(日)　 名古屋市中京大学にて第4回理事会 
第1号議案　平成29年度事業結果報告書および決算報告書の承認
第2号議案　平成30年度事業計画書および予算計画書の承認
第3号議案　関東支部、関西支部からの報告事項
　        第4号議案　平成29年度優秀ボウラー表彰者の報告
＊　実施日時：上記の通り
＊　実施場所：上記の通り
＊　従事者の人数：延べ約120人
＊　受益対象者の範囲および人数：不特定多数一般市民 

＊　支出金額：理事会参加交通費補助　　124,600円

２）支部組織活動の進展
２－１）兵庫支部関係
＊　平成29－30年度の合田支部長体制スタートした。4か月に1回開催の支部運営委員会も確実に開催され、支部活動も順調に推進された。今期の主要事項、評価は次のようになる。
１．明石市内在住者が主な会員であるローンボウルズ中崎およびALBCの

2クラブで「明石市ローンボウルズ協会」を組織し、明石市体育協会に

加盟申請して1年が経過した。明石市および他スポーツ団体との密接な
関係作りを進展させることがかなり進展した。加盟承認までにはあと

１，２年の実績判定期間が必要とされている。

２．明石公園グリーン自主管理運営は問題なく順調に進行。
３．しあわせの村、明石公園における大会の年間スケジュールを調整し、
両会場での大会等のバッテイングを避ける形で優先使用予約の申請を
実施した。
４．年間の主要大会の主管事務局を各クラブが平準化する形で分担した。
５．しあわせの村におけるSVリーグは5年目を順調に運営。
　　さらに平成27年度からは個人対抗方式であり誰でもが自由に参加できるMリーグを立ち上げての3年目となり、ＢＪ非会員も含めて盛況理に推移することができた。
６．来年度から、愛知、京都、高知を加えて「関西支部」に拡大して地区活
動をより緊密なものとして行くことが第23回運営委会議にて承認・

決定された。
＊　実施日時：

平成29年5月10日（水）　兵庫支部第21回運営委員会開催

        支部役員の改選が行われ、平成29－30年度の役員として
次の通り選任された。
　　　　　支部長　　　合田純二（学園都市ワイズメンズ）

　　　　　副支部長　　船引啓吾（神戸グリーン倶楽部）

　　　　　事務局長　　宮崎宗久（神戸タッチャーズ）

　　　　　総務・会計　平松康雄（ローンボウルズ中崎）

平成29年10月25日（水）　兵庫支部第22回運営委員会開催

平成30年2月24日（土）　兵庫支部第23回運営委員会開催

＊　実施場所：兵庫県内
＊　従事者の人数：４人
＊　受益対象者の範囲および人数：兵庫支部会員　　約160名
＊　支出金額：兵庫支部活動費用　 25,000円 

　　　　その他に　兵庫県レクリエーション協会加盟費用　10,000円
　　　　　　　　　兵庫県生涯スポーツ連合加盟費用　　　16,000円
２－２）関東支部関係
＊　平成29年度の支部役員体制は下記の通りであった。
支部長　　松原敬之（東京ローンボウリング）
　　副支部長　松原 忍（帝京中高校LBC）
　　事務局長　高峰正雄（YLBC）
相談役　　黒沢秀行（ローンボウルズ東京）
　　運営委員　首藤暁彦、山田　克　(以上、東京ローンボウリング)
宮澤二男、中村克彦　(以上、ローンボウルズ東京）
佐藤菜々美　(帝京中・高校）
　　　　　　　カズコ・ヤスダ、ジュンイチ・アダチ(以上、YC&AC）
＊　支出金額：関東支部活動費用　 25,000円 

　　　　その他に　東京都レクリエーション協会加盟費用　5,000円
＊　今年度の主な活動内容は次のとおりであった。
            　① BJ主催日本選手権大会およびその関東地区予選大会などを主管
実施日時および場所：
平成29年5月28日（日）YC&AC (男女不問ﾄﾘﾌﾟｽﾞ全国ｵｰﾌﾟﾝ)
平成29年7月9日（日）立川昭和記念公園(男子ﾍﾟｱｰｽﾞ予選) 

平成29年7月23日（日）立川昭和記念公園(女子ﾍﾟｱｰｽﾞ予選) 

平成29年8月6日（日）立川昭和記念公園(男子ｼﾝｸﾞﾙｽ予選) 
平成29年8月27日 (日)  立川昭和記念公園 (女子ｼﾝｸﾞﾙｽ予選)
平成29年9月3日(日)  立川昭和記念公園(男子ﾍﾟｱｰｽﾞ本選) 

平成29年9月3日(日)　 立川昭和記念公園(女子ﾍﾟｱｰｽﾞ本選) 
平成29年10月14日(土)～16日（月）YC&AC
(第5回ｼﾞｬﾊﾟﾝｵｰﾌﾟﾝ国際大会) 

平成29年10月21日(土)～22日（日）YC&AC(女子ｼﾝｸﾞﾙｽ本選)
従事者の人数：延べ20人
受益対象者の範囲および人数：ローンボウルズ愛好者　合計44名
支出金額：なし（参加費収入で対応）
②　アセアン１０カ国大使館ﾌｧﾐﾘｰﾃﾞｨのﾛｰﾝﾎﾞｳﾙｽﾞ大会へ協力実施
主催（幹事）：インドネシア大使館

協力：今年は都合によりＴＭＬＢＳ細野氏が単独で協力すると

いう形となった。
日時：
場所：葛西臨海公園内の芝生広場

結果：毎毎年1回の開催で今年が4年目となったが、大変好評であ

ったとのこと。 
　    ③　支部役員会議の開催      適時

３）専門部の活動について
＊　BJ本部の専門部組織は、前期からの重点実行テーマを継続して、成果の向上
を期した。引き続き地道な努力を積み重ねて行かねばならないと言える。
今期の重点実行テーマとその活動成果をまとめれば次のようになる。

	部名
	平成29年度重点実行テーマ
	結果

	総務部
(奥田部長）
	BJ会員数拡大に向けての

活動の総合調整
	今期の新入会者は10数名あったが、期末には退会クラブの情報もあり、全体としての会員数は横ばいないし下降傾向から脱せなかった。まず各クラブ、各支部が会員数拡大に向けて個別に努力していただくことがベースであり、そのために有効な応援施策は何かを模索したい。

	
	BJﾌﾞﾘﾃﾝを利用しての
会員相互の結束強化
	会員からの投稿が増えつつあるが、さらに活発化させることで、会員相互の結束強化をはかりたい。

	
	組織若返りのための
人材発掘と登用の探索
	支部活動などで若手・新人の登用が進みつつあり、その中で有能な人材の発掘をはかっていきたい。

	広報部
(黒沢部長)
	ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ、Facebookによる

情報発信の活発化
	ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの維持はなんとか出来ているが、

活発とは言えない（本文を参照）。

	
	ﾏｽﾒﾃﾞｲｱへの登場頻度向上に

向けての活動
	個別のトピックスで登場しているが、全国紙規模への登場がなかった。

	事業開発部
(山田部長 )
	グッズ販売事業、指導員派遣事業などの新規開拓
	進まなかった。

	
	企業賛助会員、スポンサーの発掘
	進まなかった。

	技術・競技部
(坂本部長 )
	日本選手権大会、全国オープン大会の参加者数の拡大ならびに大会内容の充実
	日本選手権大会参加者数は前年比117%に増加した。横断幕新調、優勝カップ手配などの充実をはかれた。全国オープン大会運営は各支部任せであまりサポートできなかった。

	
	アンパイヤー資格講習会

（関西、関東）の開催
	関西は予定通りに開催できたが、関東は次期にずれこんだ。

	障がい者

LB部
(児島部長)
	障がい者ボウラー人数拡大に向けての活動強化
	体験教室開催や、ＰＲは積極的に展開しているが、人数拡大は進んでいない。

	
	JPC、IBDとの連携の強化
	順調に進んでおり、とくに競技力向上事業への助成金をもらっての活動が活発化した。

	国際部
(森部長 )
	第５回ジャパンオープン大会の成功
	YC&ACを主体とした実行委員会の強力な

実行力により、会計面も含めて、成功裏に終了した。

	
	海外からの来日ボウルズ交流ツアー希望者増加への対応体制の充実
	特に、関西地区に希望者が集中しており、個別のグリーンにおける主活動クラブの協力を得て対応する体制が出来てきている。


＊　実施日時：通期
＊　実施場所：当法人内部
＊　従事者の人数：任命されている委員数　31名
＊　受益対象者の範囲および人数：BJ会員　　約300名
＊　支出金額：とくになし。

世界ボウルズ機構(World Bowls Ltd)との連帯事業
（１）国際大会への参加など
１）ナショナルチーム派遣型大会

＊　World Bowlsあるいはその傘下の組織（例えば、アジアローンボウルズ連盟）が主催し、１カ国１代表チームによる選手権大会であり、BJとしては派遣選手１名に5,000円相当の補助をすることとしている。
　　今年の実績を以下に記す。
＊　実施日時および場所：
　　① ワールド・ジュニア・カップ2017大会（シングルス）
参加なし。
②  ワールド・チャンピオン・オブ・チャンピオンズ2017大会（シングルス）
2017年10月27日～11月5日　オーストラリアNSW州
　　　　　　　　　　セントジョンズパーク・ローンボウルズクラブ

　　　　　派遣選手：男子　奥田　昭（ALBC）

女子　加藤裕木恵（LC京都）
　　　　　結果：男子は予選を2勝11敗で14名中の最下位に終わる。
女子は初の国際大会にも関わらず4勝6敗で予選グループ11名

中の７位と健闘。4勝の中には、強豪の香港やスコットランドを

破ったものが含まれており、今後の成長が期待される。
③ アジア地域選手権大会2017
2017年10月3日～10月10日　インド・ニューデリー
　　　　　派遣選手：男子　森　紘一、合田純二（学園都市ワイズ）、
佐藤寿治（ｵｰｽﾄﾗﾘｱｸﾗﾌﾞ）、小野宦司（ALBC）、
野上哲夫（神戸タッチャーズ）
女子　合田洋子（学園都市ワイズ）､
松岡　緑、黒原恵子（ｵｰｽﾄﾗﾘｱｸﾗﾌﾞ）、
　　　西條和子、小野叶子（ALBC）

　　　　　　　　　　マネジャー　　森　弘子（学園都市ワイズ）

　　　　　結果：最悪の成績で、アジア地区での立ち遅れを痛感する。
	男子
	シングルス
	佐藤寿治
	ﾏﾚｰｼｱ､ﾌﾞﾙﾈｰ､ﾀｲに負け、0勝3敗でＡｸﾞﾙｰﾌﾟの最下位

	
	フォアーズ
	小野宦司、野上哲男
合田純二、森　紘一
	ｲﾝﾄﾞ､ﾀｲ､香港に負け、0勝3敗でＡｸﾞﾙｰﾌﾟの最下位

	
	ペアーズ
	佐藤寿治、小野宦司
	ｲﾝﾄﾞ､ﾀｲ､ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ､中国に負け、0勝4敗でBｸﾞﾙｰﾌﾟの最下位

	
	トリプルズ
	野上哲男、

合田純二、森　紘一
	ｲﾝﾄﾞ､ﾌﾞﾙﾈｰ､香港に負け、0勝3敗でBｸﾞﾙｰﾌﾟの最下位

	女子
	シングルス
	松岡　緑
	ﾏﾚｰｼｱ､ﾀｲ､ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ､ﾌｨﾘｯﾋﾟﾝに負け、0勝4敗でAｸﾞﾙｰﾌﾟの最下位

	
	フォアーズ
	小野叶子、西条和子
黒原恵子、合田洋子
	香港、ﾀｲに負け、ﾌﾞﾙﾈｰと引き分けたが、１分け２敗でAｸﾞﾙｰﾌﾟの最下位

	
	ペアーズ
	松岡　緑、西条和子
	中国に勝ち、ﾏﾚｰｼｱ､ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙに負けて1勝2敗でAｸﾞﾙｰﾌﾟの４チーム中の第３位

	
	トリプルズ
	小野叶子、

黒原恵子、合田洋子
	中国に勝ち、ﾏﾚｰｼｱ､ﾀｲに負けて
1勝2敗であるが、得失点差でAｸﾞﾙｰﾌﾟの４チーム中の最下位


④ インドア・シングルス・ワールドカップ2018大会

2018年3月4日～15日　オーストラリア　ワリラ）
派遣選手：女子　松岡 緑 (ｵｰｽﾄﾗﾘｱｸﾗﾌﾞ）

男子　ラッセル・フォーサイス（神戸ボウルズ）
　　　　　　　　　結果：男子ラッセル選手は前半は快調であったが、後半に息切れして

しまった。女子松岡選手は全体を通じて緊迫したゲームを展開

しており、中盤でのインド、オーストラリア、南アフリカとの

接戦をあと一つ、二つ拾えておれば決勝ラウンド進出も可能で

あったという良い成績であった。
	
	男子　ラッセル選手
	女子　松岡選手

	第1日
	×3-13,6-12  ニュージーランド
	×5-14,6-9  ニュージーランド

	
	〇10-4,4-10,3-2 マン島
	〇13-5,4-7,5-2 　米国

	第2日
	×4-8,7-7  トルコ
	〇12-3,4-10,6-0 　マカオ

	
	〇9-8,10-7 マカオ
	〇8-5,4-10,5-0 　マレーシア

	第3日
	×5-7,2-12  フィージー
	×4-9,7-10 インド

	
	〇8-2,10-10 スペイン
	

	第4日
	×2-13,7-7  ﾉｰﾌｫｰｸｱｲﾗﾝﾄﾞ
	〇9-4,14-10 マン島

	
	×16-4,4-11,1-3  カナダ
	×6-10,5-7  オーストラリア

	第5日
	×3-13,7-12  オーストラリア
	×3-12,8-9  南アフリカ

	第6日
	×3-7,6-7  マレーシア
	〇10-7,8-8  パプアニューギニア

	第7日
	×6-12,7-7  パプアニューギニア
	


	
	男子予選グループ２　順位
	女子予選グループ１　順位

	1位
	オーストラリア　11戦全勝
	オーストラリア　９戦全勝

	2位
	ニュージーランド10勝1敗
	ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ7勝2敗  獲得セット14

	3位
	ﾌｨｰｼﾞｰ8勝3敗  獲得セット13
	南アフリカ7勝2敗  獲得セット12

	4位
	ﾏﾚｰｼｱ7勝4敗  獲得セット13
	インド 6勝3敗

	5位
	ﾊﾟﾌﾟｱﾆｭｰｷﾞﾆｱ7勝4敗 獲得ｾｯﾄ12
	日本  5勝4敗

	6位
	カナダ  3勝8敗  獲得セット9
	マレーシア  4勝5敗

	7位
	ノーフォークアイランド4勝7敗
	米国  3勝6敗

	8位
	マン島  3勝8敗  獲得セット9
	パプアニューギニア  2勝7敗

	9位
	トルコ  3勝8敗  獲得セット7
	マン島  2勝7敗

	10位
	スペイン  3勝8敗  獲得セット6
	マカオ  0勝9敗

	11位
	日本   3勝8敗  獲得セット5
	

	12位
	マカオ  2勝9敗  獲得セット9
	


＊　従事者の人数：３人(スポット) 

＊　受益対象者の範囲および人数：派遣選手数 合計15名

＊　支出金額：現物支給にてＢＪバッジ、ボールペンを無償支給(5,000円/人相等)。 
２）希望者参加型大会

＊　各国の組織が主催するオープンの国際競技会であり、かならずしも１カ国

１代表チームにはこだわらないものである。BJとしては大会案内を公開し、希望者には参加するためのサポートや場合によっては選手の選考調整を行うが、経済的補助はしない。
今期は次の大会への参加をサポートした。
＊　実施日時および場所： 
① ワールドマスターズゲーム大会2017オークランド大会
2017年4月19日～5月2日

　　　　　　オークランド市内ローンボウルズ場（3カ所）にて

参加選手：宮北　茂（神戸ﾎﾞｳﾙｽﾞ）､国頭隆雄（学園ﾜｲｽﾞ）、

合田洋子、森　弘子、合田純二、森　紘一（学園ﾜｲｽﾞ）

成績結果：入賞者なし。ただし、関西ワールドマスターズゲーム

ズ2021でローンボウルズ種目を開催することをＰＲし

てきて、大きな手ごたえを得た。
　　　② 中国河南オープン・トリプル大会

2017年6月13日～20日
　　　　　　新郷市ローンボウルズ場（人工芝）にて

　　　　　　参加選手：西條和子（ALBC）､林　嘉男（神戸ｸﾞﾘｰﾝ）、

合田洋子、森　弘子、合田純二、森　紘一（学園ﾜｲｽﾞ）
成績結果：予選敗退。
　　　③ 第3回ＲＢＳＣオープン・トリプルズ大会

2017年7月25日～30日

　　　　　　タイ国のロイヤルバンコック・スポーツクラブにて

参加選手：船引啓吾、林　嘉男、安部　宏（神戸ｸﾞﾘｰﾝ）

、　　　　　　　　　　加久石幸三（神戸ｸﾞﾘｰﾝ） 
成績結果：決勝トーナメントに進出し、4位入賞。

　　　 ④ 第1回アジア障がい者選手権大会

2017年10月15～19日　韓国大邱
　　　　　　参加選手：児島久雄、植松博至（兵庫車椅子クラブ）
成績結果：シングルス種目で児島選手が３位（銅メダル）獲得。

ペアーズ種目で４位入賞。
      ⑤ 第21回タイガーボウルズ大会
2018年3月10日～17日　香港、深圳および珠海
　　　　　　参加選手：男　竹内義治、野上哲夫、合田純二、森　紘一
　　　　　　　　　　　女　西條和子、野上京子、森　弘子、合田洋子

成績結果：香港大会は非常に多数のチームが参加し、日本は
ともに中位以下であった。
　　　　　深圳大会も残念ながら予選敗退となった。
＊　従事者の人数：２人(スポット) 

＊　受益対象者の範囲および人数：参加選手数25名
＊　支出金額：なし（参加者負担）
３）外国選手が来日しての国内交流イベントの開催
＊　2年に1回開催しているジャパンオープン国際大会で日本でのローンボウルズを体験していった外国選手が帰国後に、日本での楽しさを口コミで広げていることがあると推定されるのであるが、昨年度の春に香港から観光を兼ねて日本にローンボウルズの交流ゲームの申し込みがあって以降、同種の申し込みが増える傾向にある。

スポーツ・ツーリズムの時流に乗っていると考えられるので当法人としてもこの流れを拡大するべくボランティア体制の増強をはかりたいと考える。
＊　実施日時および場所： 
　　　①  2017年3月29日（水）～4月2日（日）香港のYuen Longローン

ボウルズクラブから23名のボウラーおよびその家族が明石に来訪・滞

在し日本のボウラーと交流ゲームを持ち、かつ姫路（姫路城）、神戸（ポ

ートアイランド）の観光を満喫していった。
　　　②　2017年4月9日～10日までマカオのMonte Carloクラブから6名の
ボウラーが来日し、9日はしあわせの村のＭリーグ大会に参加し、
10日は明石で交流大会を持った。明石公園は桜が満開で、たいへん
喜んで帰られた。
　③　2017年10月15日～11月3日まで香港フットボールクラブマの
ジョニーおよびローラ夫妻が観光で来日され、17日までは横浜（ジャ
パンオープン大会）滞在、18日から25日までは神戸に滞在、26日か
ら11月2日までは高知に滞在して、それぞれの地でローンボウルズ交
流をされた。10月29日（日）には高知大学にて13時から16時半ま

で「ローンボウルズ交流イベント　～香港と高知～」を開催の予定で

あったが、おりからの台風直撃で一部が中止となった。

　　　④　2018年1月26日～30日までUAEから11名のボウラーが来訪し

明石公園ローンボウルズグリーンにて神戸、明石のボウラーと交流ゲ　　　　ームを持った。

＊　従事者の人数：10人(スポット) 
＊　受益対象者の範囲および人数：外国からの参加者数42名、

日本側の合流者約６0名
＊　支出金額：なし（参加者負担）
４）第５回ジャパンオープン国際大会の開催
＊　独立行政法人日本スポーツ振興センターのスポーツ振興くじ助成金から
65.3万円の助成を得て第5回ジャパンオープン国際大会を開催することが出来た。過去4回は神戸市しあわせの村で2回、明石市明石公園で1回、横浜市YC&ACで1回をそれぞれ2年間隔で開催してきたが、今回は横浜YC&ACでの2回連続しての開催としたが、過去４回にひけを取らない好評で終了することができた。
＊　実施日時：2017年11月14日～16日
＊　実施場所：　横浜市YC&AC
＊　従事者の人数：53人(スポット) 

＊　受益対象者の範囲および人数： 約100名
＊　支出金額：3,158,195円
　 ＊　補足：以下は詳細記録である。
1． 総括

2017年10月14日（土）から16日（月）までの3日間、横浜市の横浜カントリー＆アスレチッククラブ(YC&AC) のローンボウルズグリーンで開催した第5回大会は、海外からの7チームと国内からの7チームによる合計14チームにて競技を実施し、ほぼ無事に成功裏に終了することが出来た。

　　　

第１回大会(2009年)、第2回大会(2011年)は神戸市しあわせの村のローンボウルズグリーン、第3回大会(2013年)は明石市明石公園のローンボウルズグリーンでと当初3回は関西地区で開催してきた本大会であるが、第4回において初めて関東地区で開催することにして、実行委員の主体も認定NPO法人ローンボウルズ日本　関東支部のメンバーとなり、前回はその初体験であることによりスムースに行かない場面もあったが、今回ひき続いて横浜YC&ACにおいて第5回を開催して実行委員の習熟度もあがり、こまかい事項ではいろいろ苦労もあったが全体としては成功裏に終了することが出来た。その裏には、会場を提供していただいたYC&ACによる物心両面での絶大なご協力があったおかげであることも付言しておかねばならない。

予算面については10ページに資料を掲載している通りであるが、当初の費用予算

　　規模376万円に対して実績結果は約70万円減の306万円で終えることが出来た。

大きな要因としては、海外選手の宿泊ホテルを格安のビジネスホテルにすることで

経費を削減したことと、実行委員が事前準備を入念に整えることで大会期間中の

役員・スタッフの人数を最小限に切り詰めことにして日当・謝金などの経費を削減し

たことである。

一方、収入面では実行委員が協賛金集めについて長期にわたり努力したことで、

収入の1/3を当法人会員および外部企業（特に地元横浜の）からの協賛金でまかなうこ

とが出来たことは大きい。これに出場選手の参加費収入が全体の1/2を占め、totoくじ

助成金の占める比率を当初予算では約28％であったものを約20％にまで削減すること

ができた。

競技大会に入ってからは、懸念していた秋雨前線の停滞にともなう雨天が3日間

継続して、これが実行委員会をいちばん悩ませた事項であった。

ボウルに付着した水分をふき取るタオルを会場のＹＣ＆ＡＣからたっぷりと提供して

もらったり、選手の体温低下を防止するポータブル懐炉をコンビニから大量に購入し

てきて配布するなどの細かい配慮をしつつ、雨中での競技を3日間継続した。

しかし一番は、各選手の熱意とファイティングスピリッツが、雨中のゲームを

一向にものともせず、緊張したゲームを3日間継続し完遂させた要因であったと間違

いなく言えるであろう。
　今回の競技種目はミックス・フォアズとしており、1チーム4名の選手中に必ず

少なくとも男性、女性が1名以上含まれることを条件としている。多くのチームは

男性3＋女性１の構成となっているが、中には女性3＋男性１の構成のチームもあり、

(香港、マレーシア)、また今回は他行事とのスケジュールのラップにより障がい者チー

ムは参加できなかったが、ローンボウルズというスポーツが13世紀にイギリスで発祥

し国際的に広く親しまれている伝統的スポーツでありながら、現代的な観点で見ると、

年齢や性別に関わりなくまた且つ健常者でも障がい者でも対等に競技できるまさにユ

ニバーサルな、Sport for Allという言葉にふさわしい生涯スポーツであることが実際に

よく証明される大会であると言える。

　競技結果の詳細は次ページ以降に掲載するが、今回の大会は予選ラウンドは基本的にラウンドロビン方式により各チームが7試合を戦い、その7試合の結果の勝率の上位4チームがプレーオフ１、その次の4チームがプレーオフ２、さらにその次の4チームがプレーオフ３、残りの下位2チームがブービー決定戦に進出するという方式で行った。それらの結果、最終的に入賞したチームは次の通りであった。
	順位
	チーム名
	表彰内容

	優勝
	YC&ACチーム
	金メダルおよび副賞賞品

	準優勝
	シンガポールチーム
	銀メダルおよび副賞賞品

	第3位
	ＵＡＥチーム
	銅メダルおよび副賞賞品

	第4位
	香港チーム
	銅メダルおよび副賞賞品

	ﾌﾟﾚｰｵﾌ2の部優勝
	韓国チーム
	カップ

	ﾌﾟﾚｰｵﾌ3の部優勝
	西オーストラリアチーム
	楯

	ブービー賞
	西日本連合チーム
	賞品


この結果を見ると、まだまだ入賞チームの対多数は外国の代表チームに占有されるという状況が見られるが、その中で日本のYC&ACチームがプレーオフ1において優勝の栄冠を確保したことは、会場地元の優位もあることながら、日本の競技力のレベルも徐々に確実に向上していることを示す確かな証明として、今後の発展が期待されるものであった。

　最後の懇親パーテイの席上でのスピーチにおいて、参加したすべての海外チームから、「雨天に見舞われながらも、全体を通じてたいへん楽しい大会であった。次回もまた是非参加したい。」との声を残して帰っていただいており、国際親善・交流の実を挙げたことが大きな成果であったと言えるであろう。
2． 大会の計画から実行に至るまでの実績スケジュール

平成28年8月28日　　平成28年度第2回定例理事会において「第5回ジャパンオ　　　　ープン国際大会」の基本計画を審議、承認。
　　平成29年1月10日　　独立行政法人日本スポーツ振興センターに「スポーツ振興

くじ助成金」の交付要望書を提出

　　　　　　3月15日　　　香港タイガーボウルズ大会において各海外チーム団体宛に暫定の招待状を手渡し

　　　　　　4月21日　　「スポーツ振興くじ助成金」の交付決定通知書を受領

　　　　　　4月28日　　各海外チーム団体宛に正式決定の招待状をメール発信
　　　　　　5月6日　　実行委員会キックオフ会議開催(YC&ACにて)
　　　　　　5月13日　　 第2回実行委員会開催（YC&ACにて）
　　　　　　5月20日　　第3回実行委員会開催（　同上　）

　　　　　　5月27日　　 第4回実行委員会開催（　同上　）

　　　　　　6月3日　　第5回実行委員会開催 （　同上　）
　　　　　　6月10日　　第6回実行委員会開催（　同上　）
　　　　　　6月17日　　第7回実行委員会開催（　同上　）

　　　　　　6月24日　　 第8回実行委員会開催（　同上　）

　　　　　　7月1日　　第9回実行委員会開催 （　同上　）
　　　　　　7月8日　　第10回実行委員会開催（　同上　）
　　　　　　7月15日　　第11回実行委員会開催（　同上　）

　　　　　　7月29日　　 第12回実行委員会開催（　同上　）

　　　　　　8月5日　　第13回実行委員会開催 （　同上　）
　　　　　　8月12日　　第14回実行委員会開催（　同上　）

　　　　　　8月19日　　第15回実行委員会開催 （　同上　）
　　　　　　8月26日　　第16回実行委員会開催（　同上　）
　　　　　　9月9日　　第17回実行委員会開催（　同上　）

　　　　　　9月16日　　 第18回実行委員会開催（　同上　）

　　　　　　9月23日　　第19回実行委員会開催 （　同上　）
　　　　　　9月30日　　第20回実行委員会開催（　同上　）
　　　　　　10月7日　　第21回実行委員会開催（　同上　）

　　　　　　10月13日　　 第22回実行委員会開催（　同上　）
　　　　　　
　　　　　　10月12日〜13日　　海外チーム出迎え（羽田国際空港から宿泊所まで）

（宿泊所は東横イン横浜スタジアム前２）
　　　　　　10月13日　  18：00～　東横イン横浜スタジアム前２にて、

海外チームの監督会議を開催
　　　　　　　　　　　　　　　＊3日間の詳細スケジュールおよび注意事項の説明

　　　　　　　　　　　　　　　＊対戦組み合わせの抽選
　　　　　　10月14日　  9：00～　開会式（YC&ACローンボウルズグリーン）
9：30～　出場全チームによる公式練習会（　同上　）

13:00～17:00   競技（予選ラウンド）　
　　　　　　10月15日　　9：00～17:00　競技（予選ラウンド）　　
　　　　　　10月16日　　9：00～16:00競技（予選ラウンドおよび決勝ラウンド）
　　　　　　　　　　　　18：30～21：00　表彰式および閉会式（YC&AC体育館にて））
　　　　　　10月17日  　海外チーム送り出し

　　　　　　10月28日　　第23回実行委員会開催 （　同上　）
　　　　　　11月11日　　最終実行委員会（評価と反省会）

　　　大会開催準備及び期間中の運営のために働いた大会役員および実行委員の実働人数は19名であった。

大会実行委員会の組織は下表の通り。
	大会名誉会長
	神奈川県知事　黒岩祐治

	大会名誉副会長
	横浜市長　　林　文子

	大会名誉顧問

　　　顧問
	横浜市中区長　　竹前　大

神奈川県議会議員　　作山友祐

認定ＮＰＯ法人ローンボウルズ日本会長　山田　誠

	大会会長
	認定ＮＰＯ法人ローンボウルズ日本理事長　森　紘一

	大会実行委員長

　　　副委員長
	YC&ACローンボウルズキャプテン　ハンス・パウリ

認定ＮＰＯ法人ローンボウルズ日本　ハンス・スピース

	大会実行委員
	氏　名
	具体的業務

	＜総務・会計＞　

（長）新井俊顕、伊東一郎、
栗坂順子、黒沢秀行、

ジョージ石黒
	予算管理・会計業務
独立行政法人日本スポーツ振興センターとの対応
後援・協賛関係の取りまとめ
その他対外折衝

	＜競技運営＞
（長）山田　誠、坂本紘一
合田純二、石黒陽子、
ジュンコ・ウイルキンソン、

ビノ・クマール、本庄　誠

飯塚義弘
	競技要綱作成および競技運営、海外チームの統率
審判団・オフィシアル団編成、訓練
国内出場チームの選抜
競技記録作成〔写真、ビデオ〕
表彰・賞品準備
危機管理〔雨天対策、病気・怪我対策〕

	＜会場準備＞
（長）ﾊﾝｽ･ﾊﾟｳﾘ、松原敬之、

ｺﾞｰﾗﾝ･ｵｽﾄﾗﾝﾄﾞ、安達順一

ｼﾞｮﾝ･ﾀﾞｲﾀﾞｰ､ｱﾚｸｽ･ﾍﾝﾃﾞｲｰ､
ﾏｰｾﾙ･ﾆｰﾀﾞﾊｳｻﾞｰ
	競技会場準備・整備
競技会必要備品の準備
大会本部設営


	＜海外選手応対＞
（長）森　紘一、依田成史、
森弘子、安田加津子、

松原　忍
	外国チーム募集および諸連絡

外国選手送迎および応対
宿泊・食事等のお世話
懇親パーテイ企画・運営

	＜広報＞
（長）ハンス・スピース、

梅田和彦、依田成史、

岩崎一平
	ＰＲポスター作成
プログラム作成
マスコミへの取材依頼
その他広告ツールの企画・実施


3． 大会開催の後援者、協賛者
	助　成
	独立行政法人日本スポーツ振興センター

	後　援
	神奈川県、横浜市、横浜市中区

TVK (テレビ神奈川)、神奈川新聞社

	協力
	横浜市中区仲尾台中学校　吹奏楽部

	協賛
	企業協賛
	オッティ貿易、馬車道税理士法人土田、

オフィス・ワイケイ、Mutual Trading、

（財）ブラフクリニック、YC & AC、

Global Bowls Solution、関内鈴木クリニック、（株）坂口屋、ベイセス（株）、だいわ、

JXTGエネルギー（株）、Head Japan、

小菅医院、 Glanz 、Toyo Pacific、KK SPEC
クリニック・ラ・プレリー、GMC Co.,

笠間商店、富士プライズ、三輪製薬ＫＫ、

フレア合同会社、オークウッドプロパテイ

	
	クラブ協賛
	神戸ボウルズクラブ

YC & AC

ローンボウルズ東京

NPO法人ロンボウルズクラブALBC

神戸タッチャーズローンボウルズクラブ
ヨコハマローンボウルズクラブ
東京ローンボウリングクラブ

帝京中・高校ローンボウリングクラブ
NPO法人ローンボウルズ中崎

神戸学園都市ワイズメンズクラブ
兵庫車椅子ローンボウルスクラブ

ローンボウルスクラブ京都

神戸グリーン倶楽部

愛知ボウルズクラブ

甲南ローンボアーズ

ローンボウルズ高知ＵＣ

Tokyo Metropolitan Lawn Bowls Society

	
	個人協賛
	氏名省略（合計　159名）


4． 参加選手名一覧

	チーム名
	男子選手名
	女子選手名

	中国
	Jacky Wong、Ye Yao Chun、
Franky Choi
	Yu Xiao Yan

	香港
	Kenny Tam、

Claudius Lam (コーチ)
	Shadow Law、 Shirly Ma、

Candy Ng

	韓国
	Jimn S. Lim、  Chul H. Cho 、 
Gihwang Hong
	Jiwon Ha

	シンガポール
	Chia Tee Chiak　、 Stephen Lo
	Josephine Lim 、May Lee

	西オーストラリア
	Phil Griffiths　、

Dave Adams
	Olwyn Griffiths　、

Judy Etheridge

	マレーシア
	Abu Baker Abdul Kadir
	Ramlah Binti Moohd、

 Zainab Binti Nasir、  

Esah Binti Labai Ramli

	アラブ首長国連邦（U.A.E.）
	Abdul Jabbar  、Tariq Hussain、

Faheem Nawaz、

Zeshan Kahlid（交代要員）、

Shafqat Zohaib（交代要員）
	Kazuko Saijo

	国際混成
	森　紘一、Ali Akbar 、

Atif Zubair
	森　弘子

	東京
	松原敬之、山田　克、首藤暁彦

黒沢秀行（交代要員）
	松原和子、大沢佳子（交代要員）

	横浜
	Toshiharu Saito、Seishi Yoda

Toshiaki Arai、、

Makoto Honjo（交代要員）
	Kazuko Yasuda

	YC&AC
	Junichi Adachi、Shinya Fujiwara

、Marcel Niederhauser
	Kumiko Fujiwara

	西日本連合
	川本真浩、国頭隆雄、中村慎吾
	合田洋子

	明石
	奥田　昭、藤川辰美、旭　吉功
	垣内紀子

	東神戸
	坂本紘一、竹内義治
	野上京子、井上千加子


5． 競技結果の記録

（予選ラウンド結果）
	ｸﾞﾙｰﾌﾟ

A
	ﾏﾚｰｼｱ
	韓国
	ｵｰｽﾄﾗﾘｱ
	UAE
	YC&AC
	東京
	明石
	　Ｂ
	勝ち点
	得失点差
	予選順位

	ﾏﾚｰｼｱ
	
	6：10
	5：8
	3：8
	13：8
	13：1
	3：11
	3：8
	　６
	
	 ７

	韓国
	10：6
	
	3：9
	15：3
	2：10
	3：11
	12：7
	8：7
	１２
	  0
	 ３

	ｵｰｽﾄﾗﾘｱ
	8：5
	9：3
	
	4：6
	8：4
	3：7
	5：5
	5：17
	１０
	－5
	 ５

	UAE
	8：3
	3：2
	6：4
	
	5：4
	8：2
	3：12
	9：9
	１３
	
	 １

	YC&AC
	8：13
	10：6
	4：8
	4：5
	
	8：5
	11：2
	12：1
	１２
	+21
	 ２

	東京
	1：13
	11：3
	7：3
	2：8
	5：8
	
	4：11
	6：4
	　９
	
	 ６

	明石
	11：3
	7：12
	5：5
	12：3
	2：11
	11：4
	
	3：11
	１０
	＋2
	 ４


	ｸﾞﾙｰﾌﾟB
	横浜
	西
日本
	東
神戸
	国際
	中国
	ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ
	香港
	　Ａ
	勝ち点
	得失点差
	予選順位

	横浜
	
	5：11
	4：12
	9：2
	1：13
	7：9
	12：4
	8：3
	　９
	
	　４

	西日本
	11：5
	
	11：6
	4：10
	7：8
	7：8
	1：16
	7：8
	　６
	 
	　７

	東神戸
	12：4
	6：11
	
	4：10
	8：8
	5：8
	9：10
	17：5
	　７
	＋5
	　５

	国際
	2：9
	10：4
	10：4
	
	0：21
	3：12
	3：14
	9：9
	　７
	－33
	　６

	中国
	13：1
	8：8
	8：7
	21：0
	
	5：11
	7：3
	1：12
	１３
	＋21
	　３

	ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ
	9：7
	8：7
	8：5
	12：3
	11：5
	
	1：11
	4：6
	１５
	＋９
	　２

	香港
	4：12
	16：1
	10：9
	14：3
	3：7
	11：1
	
	11：3
	１５
	＋33
	　１


（決勝ラウンド結果）
●プレーオフ１ 勝ち抜き戦
　    準決勝１　　○シンガポール16：6  ×ＵＡＥ
　　　    準決勝２　　○ＹＣ＆ＡＣ　 11：10 ×香港
　　　    ３位決定戦  ○ＵＡＥ　     11：5  ×香港
優勝決定戦  ○ＹＣ＆ＡＣ　 11：3  ×シンガポール 

●プレーオフ２ 勝ち抜き戦
　　　   準決勝１　　○韓国  10：7  ×横浜　　　　　 
 準決勝２　　○中国　11：4  ×明石
　　　   ３位決定戦  ○横浜　 9：8  ×明石
優勝決定戦  ○韓国　 9：5  ×中国 
●プレーオフ３ 勝ち抜き戦
　　　    準決勝１　　○西ｵｰｽﾄﾗﾘｱ 10：9 ×国際混合　　 
準決勝２　　○東神戸9：7 ×東京
　　　    ３位決定戦  ○国際混合　15：4  ×東京
優勝決定戦  ○西ｵｰｽﾄﾗﾘｱ　9：8  ×東神戸 

●ブービー決定勝ち抜き戦
                      ○西日本連合　 10：8  ×マレーシア 
	順位
	表彰
	　チーム

	プレーオフ１　優勝
	PF-1金メダル
	ＹＣ＆ＡＣ（日本）

	　２位
	銀メダル
	シンガポール

	　３位
	銅メダル
	ＵＡＥ

	　４位
	銅メダル
	香港

	プレーオフ２　優勝
	PF-2 優勝ｶｯﾌﾟ
	韓国

	　２位
	
	中国

	　３位
	
	横浜（日本）

	　４位
	
	明石（日本）

	プレーオフ２　優勝
	PF-3 優勝盾
	西ｵｰｽﾄﾗﾘｱ

	　２位
	
	東神戸（日本）

	　３位
	
	国際混合

	　４位
	
	東京（日本）

	ブービー
	
	西日本連合（日本）

	
	
	マレーシア


６．大会会計収支決算報告

	区分
	項目
	予算金額
	実績金額 

	収入
	出場チームの参加料
	1,520,000円
	1,427,500円

	
	懇親会会費、昼食費収入
	108,000円
	0円

	
	当法人自己負担金
	151,700円
	775円

	
	各個人、企業、団体等からの協賛金、補助金
	924,000円
	企業等　  729,000円

ｸﾗﾌﾞ/個人　248,000円

合計   　1,077,000円

	
	独立行政法人日本スポーツ振興センター助成金
	1,053,000円

	653,000円

   　  

	
	合　計　
	3,756,700円
	3,158,195円

	支出
	大会ポスター、プログラム

等印刷費
	360,000円

	373,680円

	
	実行委員会会議費

競技会場借用費
	120,000円 

84,000円
	172,720円

 95,500円

	
	競技運営上の消耗品購入費
	12,000円
	45,205円

	
	役員、補助員謝礼金
	524,000円
	264,000円

	
	役員、補助員交通費

宿泊費
	187,700円

200,000円
	96,560円

93,114円

	
	諸連絡通信費     
	20,000円
	12,960円

	
	入賞者賞品代

記念品等代
	109,000円

130,000円
	91,929円

160,042円

	
	選手、役員昼食費
	360,000円
	327,500円

	
	外国選手宿泊費
	1,120,000円
	731,208円

	
	外国選手送迎交通費
	130,000円
	154,870円

	
	表彰式・交流懇親会費用
	400,000円
	340,811円

	
	外国選手歓迎夕食会
	　　　0円
	180,600円

	
	振込み手数料
	　　　0円
	  17,496円

	
	合　計　
	3,756,700円
	3,158,195円


　　予算に対して実績は606,007円の費用減で終了した。その主な要因は次の通りである。
＊ 宿泊所を格安なビジネスホテルにしたことで約40万円の減となった。

＊ 事前準備を十分に行い、大会期間中の役員、補助員の人数を最小限の人員で

運営するように努力したことにより、日当・謝礼の金額が約20万円の減と

なった。










　來田享子（愛知ボウルズ）－－－ホームページ管理者


  舟戸　充（愛知ボウルズ）－－－愛知地区の記事の投稿


  澤田昭夫（兵庫車椅子）－－－障がい者関係の記事の投稿


  （空席）　　　　　　　－－－関東地区の記事の投稿


  小山　潤（LB京都）－－－関西地区若者世代からの記事の投稿


  川本真浩（LB高知UC）－－－学際的見地からの投稿> 　


　松岡　緑（オーストラリア）－－－オーストラリア情報の投稿


  宮北　茂（BJ事務局）－－－事務局からの投稿


山田　誠（会長）－－－全般的な観点からの投稿


森　紘一（理事長）－－－全般的な観点からの投稿
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